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造
東
大
寺
司
主
曲
ハ
安
都
雄
足
の
「
私
経
済
」

山

本

幸

男

は
　
じ
　
め
　
に

　
正
倉
院
文
書
に
登
場
す
る
数
多
く
の
官
人
の
中
で
、
極
位
が
正
八
位
置
な

が
ら
先
学
の
関
心
を
引
い
て
き
た
人
物
に
安
富
宿
禰
雄
足
が
い
る
。
天
平
二

〇
年
（
七
四
八
）
九
月
に
初
浸
し
て
か
ら
天
平
宝
字
八
年
（
七
六
四
）
正
月

に
姿
を
消
す
約
一
六
年
間
の
雄
足
の
経
歴
は
、
舎
人
と
し
て
造
東
大
寺
司
に

所
属
し
て
い
た
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
二
月
ま
で
の
第
－
期
、
越
前
国

史
生
と
な
っ
た
同
六
年
（
七
五
四
）
閏
一
〇
月
～
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）

二
月
の
第
旦
期
、
造
東
大
寺
司
主
典
と
し
て
写
経
・
造
営
事
業
に
従
事
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

同
二
年
六
月
～
八
年
正
月
の
第
皿
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
第
夏

期
に
つ
い
て
は
、
東
大
寺
の
北
陸
荘
園
の
経
営
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
、

初
期
荘
園
の
経
営
形
態
を
論
じ
る
際
に
多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て

　
②
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
安
都
雄
足
に
注
目
す
べ
き
視
角
を
あ
て
た
の
は
吉
田
孝

　
　
　
　
　
　
　
③

氏
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
氏
は
、
第
阻
期
に
従
事
し
た
造
石

山
寺
所
で
の
活
動
に
焦
点
を
あ
て
、
関
係
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
「
蟹
足
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宅
」
を
中
心
と
す
る
「
私
経
済
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

造
石
山
寺
所
の
財
政
運
用
の
中
で
、
こ
の
雄
足
の
「
私
経
済
」
が
生
々
と
機

能
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
興
味
深
い
関
宿
は
、
石

山
寺
の
造
営
が
は
じ
ま
っ
て
間
も
な
い
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
三
月
下

旬
に
深
刻
な
食
料
米
不
足
に
な
っ
た
時
、
造
石
山
寺
所
が
「
雄
足
の
宅
」
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ら
か
な
り
の
借
米
を
し
た
、
と
い
う
事
実
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
「
雄
足
の
宅
」
に
は
交
易
絹
と
思
わ
れ
る
私
材
が
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
も
注
目
し
、
忍
足
の
広
範
な
経
済
活
動
を
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
吉
田

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
私
経
済
」
は
雄
足
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

官
人
の
「
私
経
済
」
は
造
東
大
寺
司
の
財
政
運
用
に
も
機
能
し
て
い
た
と
い
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、
つ
。

　
右
に
略
記
し
た
吉
田
氏
の
研
究
は
、
律
令
財
政
史
研
究
を
よ
り
豊
か
な
も

の
に
す
る
と
と
も
に
、
雄
足
に
代
表
さ
れ
る
律
令
下
級
官
人
の
よ
り
自
由
な

経
済
活
動
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
律
令
社
会
の
実

体
を
究
明
す
る
上
で
貴
重
な
視
角
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
雄
足
の
「
私
経

済
」
を
強
調
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
官
人
と
し
て
の
側
面
が
後
退
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
雄

足
が
造
石
山
寺
所
別
当
さ
ら
に
は
造
東
大
寺
司
主
典
で
あ
る
限
り
は
、
官
人

と
し
て
の
側
面
は
捨
象
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
吉
田
氏
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ

た
諸
事
実
が
造
石
山
寺
所
の
公
文
書
や
諸
帳
簿
に
表
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、
　
「
私
経
済
」
は
公
権
力
の
碍
外
に
は
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
の
で

　
⑥

あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
吉
田
氏
の
描
か
れ
た
二
足
像
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
疑

問
に
答
え
る
た
め
、
造
石
山
寿
所
関
係
文
書
に
副
え
る
雄
足
の
「
私
経
済
」

な
る
も
の
を
検
証
し
、
そ
の
実
体
に
迫
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
議

論
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
た
め
に
、
吉
田
氏
が
注
目
さ
れ
た
雄
足
の
私
子
を

め
ぐ
る
闘
題
点
か
ら
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
①
　
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
（
同
『
律
令
国
家
と
古
代
謹
呈
臨
所
収
）
、
騰
藤

　
　
良
敬
「
正
倉
院
文
書
の
世
界
」
（
福
瞬
大
学
『
人
文
論
叢
』
一
〇
一
四
、
＝
1
四
、

　
　
一
二
…
血
）
。
な
お
、
雄
足
の
経
歴
に
つ
い
て
は
後
掲
の
第
6
表
を
参
照
。

　
②
　
た
と
え
ば
、
岸
俊
男
「
越
前
国
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
　
「
越

　
前
国
東
大
寺
領
庄
購
［
の
経
瀞
口
」
（
以
上
、
同
刊
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
紋
）
、

　
松
原
弘
宣
「
越
前
鷹
東
大
寺
領
荘
園
に
お
け
る
『
所
』
」
　
（
『
日
本
史
研
究
馳
一
六

　
六
）
、
藤
井
一
二
「
初
期
庄
園
の
経
鴬
構
造
」
　
（
『
同
』
一
九
五
）
な
ど
。

③
　
　
「
律
令
時
代
の
交
易
漏
（
荊
掲
）
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
吉
田
氏
の
見
解

　
は
す
べ
て
こ
の
論
文
に
よ
る
。

④
　
「
律
令
聴
代
の
交
易
」
に
先
行
す
る
「
奈
良
時
代
の
官
人
と
交
易
」
（
『
日
本
史

　
の
研
究
』
四
五
）
で
は
、
　
「
私
家
経
済
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
稿
第
二
節
㈲
を
参
照
。

⑥
　
鬼
頭
清
明
氏
は
、
宮
人
の
経
済
活
動
は
律
令
官
衙
財
政
に
依
拠
し
規
制
さ
れ
、

　
そ
れ
に
従
属
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
（
同
『
日
本
古
代
都
市
論
序
説
』
一
七
〇
、

　
一
一
二
七
頁
）
。

［
、
安
都
雄
足
と
東
塔
所

　
D
　
天
平
宝
寧
六
年
八
月
の
雑
耕
廻
漕

　
（
　
造
石
山
寿
所
に
よ
っ
て
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
＝
一
月
か
ら
始
め
ら

れ
た
石
山
寺
の
造
営
は
、
翌
年
の
五
月
に
一
時
停
止
さ
れ
た
も
の
の
、
七
月

中
に
は
諸
氏
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
八
月
に
な
る
と
造
営
残
材
の
廻
漕
が
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
こ
と
に
な
っ
た
。
天
平
宝
字
六
年
八
月
九
日
付
漕
材
注
文
（
五
i
二
六
二
）

に
よ
る
と
、
廻
漕
さ
れ
る
雑
材
は
一
三
一
六
物
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
石

山
寺
の
残
材
は
四
四
七
物
だ
け
で
、
他
は
東
塔
所
材
六
二
〇
物
、
佐
官
主
材

（
別
当
安
都
宿
禰
雄
足
の
私
材
）
二
五
一
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
雑
材
は

宇
治
司
所
よ
り
派
遣
さ
れ
た
檸
工
（
筏
師
）
四
人
に
請
負
わ
れ
（
五
－
二
六

一）

A
　
八
月
九
日
ご
ろ
勢
多
津
を
出
発
、
宇
治
津
を
経
て
九
月
一
七
日
ご
ろ
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第1表雑材学曹料

三座唱灘→一1合
6貫860文

3・320

4貫620文

1・　8e

1　・　545 2　・　385

2‘ﾑ’240文’

2　・　240

　・　840

造営残材
東塔所材
雄足の私材

（注）銭用帳9月19日条より作成。ここには，津神祭

　　料などの雑費は含まれていない。

到
着
後
寝
息
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
思
わ
れ
る
造
東
大
寺
司
官
人
勝
屋
主
が
作
成
し
た
同
年
九
月
一
七
日
付

高
島
山
使
解
（
五
－
二
八
一
）
に
は
、
宇
治
津
－
泉
津
間
の
塗
材
漕
料
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

㈲
合
意
捌
貫
八
尋
日
叢
所

　
　
　
　
　
　
『
七
　
　
　
　
四
“
踊

　
　
　
用
難
貫
陸
墨
玖
陸
陸
文

　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　
燭
二
　
　
六
幽
　
　
『
一
貫
五
百
鮒
五
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
当
材
轄
料
借
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
自
別
当
所
可
来
臨

　
　
残
銭
参
貫
参
伯
斜
文
｝
韻
M
汁
蚊
棘
繍
翻
蛸
翔
二
戸

　
　
　
　
　
　
　
③

泉
津
に
廻
漕
さ
れ
た
（
五
－
二
八
一
）
。

　
こ
の
石
山
寺
の
残
材
廻
漕
に
東
塔
所
材
と

別
豪
私
材
が
便
乗
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
明

確
で
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
溜
料
は
造
石
山
寺

所
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
。
造
石
山
寺
所
の

銭
支
出
を
記
録
し
た
造
寺
料
銭
玉
帳
（
悪
用

帳
）
に
は
、
総
譜
料
一
二
貫
五
六
五
文
の
う

ち
、
東
塔
所
材
は
三
貫
三
二
〇
文
、
別
当
私

讐
は
二
貫
三
八
五
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
（
一
五
一
四
四
五
、
第
1
表
参
照
）
。

と
い
っ
て
も
こ
れ
は
立
替
で
あ
っ
て
、
実
際

は
別
当
並
足
が
借
用
し
た
も
の
で
、
奈
良
に

　
　
た
と
え
ば
、
俘
工
ら
の
監
督
に
あ
た
っ

　
　
　
　
　
（
『
　
』
内
は
朱
の
異
筆
。
以
下
同
じ
）

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
政
所
（
奈
良
の
造
東
大
寺
司
）
よ
り
請
け
た
銭
八
貫
は
、

ま
ず
石
山
寺
残
直
謝
に
充
て
ら
れ
、
残
り
の
銭
は
東
塔
剛
材
・
別
当
私
材
の

分
に
ま
わ
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
立
替
分
に
は
“
「
別
当
所
」
よ
り
来
る

可
し
”
と
借
用
主
体
が
明
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
立
替
と
い
っ
て

も
東
塔
班
の
場
合
は
そ
の
一
部
で
あ
っ
た
。

　
㈲
宇
治
使
解
　
申
二
上
歩
廊
野
羊
丼
用
功
銭
事

　
　
　
合
装
嬢
功
銭
蜜
稽
禦
文
露
髄
弾
器
砒
鼓

　
　
　
　
榑
陸
伯
村
芝
参
貫
参
勤
文
藷
翻
薮

　
　
　
用
銭
甕
捌
婁
蕪
繋
藷
山
院
彙
裂
所
八
貫
内
』

　
　
右
、
自
勢
多
津
深
夜
津
、
漕
上
材
木
如
件
、
以
解
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
平
宝
字
六
年
九
月
十
日
領
勝
屋
主

　
冶
に
あ
げ
た
の
は
、
こ
の
時
に
漕
運
さ
れ
た
葉
塔
所
材
の
豊
凶
注
文
（
五

－
二
八
○
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
東
搭
所
材
の
勢
多
津
一
泉
津
間
の

漕
料
は
七
貫
八
○
文
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
作
物
所
が
六
貫
、
石
山
院
（
造
石

山
専
所
）
が
一
貫
八
○
文
を
負
担
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
表
1

と
比
較
し
て
み
る
と
、
造
石
山
所
が
実
際
に
負
担
し
た
の
は
宇
治
津
…
泉
津

間
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
作
物
所
は
勢
多
津
－
宇
治

津
間
の
す
べ
て
と
宇
治
津
一
泉
津
問
の
一
部
を
負
担
し
、
不
足
分
は
造
石
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

患
所
が
別
当
の
責
任
の
も
と
に
立
替
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
吉
田
孝
氏
は
、
石
山
寿
の
造
営
が
開
始
さ
れ
て
間
も
な
い
天
平
宝

字
六
年
二
月
に
「
主
典
宅
」
（
別
当
雄
足
の
宅
）
へ
椙
空
士
〇
材
が
搬
入
さ
れ

　
　
　
　
　
⑤

た
と
い
う
事
実
と
、
右
に
見
た
春
里
雑
材
の
中
に
雄
足
の
結
玉
が
含
ま
れ
て

い
た
こ
と
に
注
目
し
、
　
「
雄
足
の
宅
」
に
は
材
木
が
収
納
さ
れ
て
い
た
と
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
東
塔
所
の
椙
榑
六
〇
〇
材
が
泉
津
で
売
却
さ
れ
そ
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
悲
願
や
歩
廊
様
工
ら
の
功
食
料
に
充
て
ら
れ
た
例
が
あ
る
こ
と
を
参
照
す

る
と
、
「
鷺
足
の
愈
々
も
売
却
を
目
的
と
し
て
漕
運
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
」
、

「
あ
る
い
は
勢
多
庄
の
雄
足
の
宅
は
木
材
等
の
交
易
の
拠
点
で
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
」
と
推
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
造
東
大
寺
司
の
勢
多
庄
に
あ
っ

　
　
　
　
　
⑦

た
「
雄
足
の
宅
」
に
交
易
姦
謀
材
の
収
納
を
想
定
し
、
雄
足
の
「
私
経
済
」

の
一
端
を
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る

前
に
、
　
「
別
当
所
し
が
私
材
と
と
も
に
東
塔
写
方
の
漕
料
の
一
語
を
負
担
し

た
、
と
い
う
先
の
事
実
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
東
塔
所
な
る
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

造
石
山
寺
所
の
関
係
文
書
の
中
で
は
こ
こ
と
他
に
も
う
一
ヵ
所
見
え
る
に
す

ぎ
な
い
が
、
こ
の
東
塔
所
と
嗣
子
と
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
の
か
が
ま

ず
問
題
に
な
る
。
吉
田
氏
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
雄
足
は
東
塔
所
の
別
当

と
し
て
財
政
運
用
を
掌
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
次
に
、
こ
の
東
塔
所
と
雄
足
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

幻
東
塔
所
の
機
能

　
（
　
東
塔
所
と
は
、
天
平
勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
よ
り
天
平
宝
宇
八
年
目
七
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

四
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
東
大
寺
東
塔
の
造
営
に
か
か
わ
っ
た
機
関
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
組
織
と
し
て
は
、
木
工
所
や
造
瓦
所
な
ど
の
よ
う
に
造

東
大
寺
司
の
営
繕
を
担
当
す
る
値
常
的
な
機
関
で
は
な
く
、
ま
た
造
石
山
寺

衡
の
よ
う
な
単
独
の
機
関
で
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
あ
げ
た
㈲
に
よ

る
と
、
作
物
癬
が
東
塔
所
材
の
漕
料
を
負
担
し
て
い
る
の
で
、
東
塔
所
と
は

こ
の
作
物
所
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
つ
臨
時
的
な
機
関
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

⑯
る
。　

と
こ
ろ
で
、
今
問
題
に
し
て
い
る
安
都
雄
足
と
東
塔
所
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
一
一
月
ご
ろ
ま
で
遡
れ
る
と
思
う
。

そ
の
理
由
を
以
下
に
述
べ
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
天
平
宝
字
二
年
六
月
ご
ろ
越
前
国
史
生
か
ら
造
東
大
寺
司
主
典
の

　
　
　
　
　
⑪

地
位
に
転
じ
た
二
足
の
行
動
を
見
る
と
、
彼
は
写
経
所
の
別
当
と
し
て
六
月

に
は
金
剛
般
若
経
一
〇
〇
〇
巻
（
＝
ニ
ー
二
四
一
）
、
七
月
に
は
千
手
経
　
○

○
○
巻
・
新
羅
索
経
一
〇
部
二
八
○
巻
・
薬
師
経
一
二
〇
巻
（
四
…
二
七
四
）
、

八
月
に
は
後
金
剛
般
若
経
＝
一
〇
〇
巻
（
一
四
－
一
七
一
）
の
写
経
事
業
に

そ
れ
ぞ
れ
関
与
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
写
経
事
業
は
一
一
月
一
五
日
に
は
一

段
落
す
る
（
一
四
…
二
五
七
）
が
、
鋳
所
や
造
物
所
か
ら
の
軸
納
入
を
記
録

し
た
東
大
寺
写
経
所
軸
納
帳
に
よ
る
と
、
各
経
巻
へ
の
軸
付
け
作
業
は
翌
三
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年
三
月
末
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
四
－
二
〇
七
）
。
と
こ
ろ
が
、

雄
足
は
、
一
一
月
二
九
田
付
写
経
所
解
（
一
四
…
二
六
七
）
に
署
を
行
っ
て

か
ら
翌
三
年
四
月
二
九
日
付
の
東
寺
奉
写
経
所
請
銭
文
案
（
一
四
－
二
七
九
）

に
至
る
ま
で
、
写
経
所
に
そ
の
姿
を
確
認
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
い

っ
て
も
、
こ
れ
は
史
料
の
欠
落
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
雄
足
が
写
経
所
を

離
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
先
の
軸
難
敵
を
見
る
と
、
一
一

月
二
日
ま
で
各
条
の
署
は
主
典
安
都
宿
禰
雄
足
・
案
主
上
馬
脳
・
勝
屋
主
の

三
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
次
の
一
一
月
二
八
日
条
か
ら
は
上
馬
養
だ
け
の
署

に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雄
足
は
勝
屋
主
と
と
も
に
某
所
に
出
向
し
た
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
約
五
ヵ
月
の
間
雄
足
が
い
た
某
所
と
は
ど
こ
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
写
経
所
か
ら
姿
を
消
す
一
一
月
二
九
日
に
次
の
よ
う
な

牒
を
発
給
し
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
（
一
四
－
二
六
七
）
。

　
③
牒
　
経
所
案
主

　
　
1

　　

@
海
藩
五
斤
大
跡
簗
升
蓉

　
　
　
　
充
給
石
作
内
真
禍
等
　
作
領
秦
稲
持

　
　
「
i
　
　
　
　
　
、
、
＼
、
、
、
、
、
℃
I
I

　
　
　
海
藻
五
十
八
斤
二
両
　
　
塩
九
升
三
合

　
　
　
　
充
給
石
作
大
内
真
場
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
十
一
月
廿
九
日
　
安
都
雄
足

　
雄
足
は
、
こ
の
日
に
は
既
に
写
経
所
外
に
あ
り
、
石
を
切
り
出
す
大
坂
山

勘
領
秦
稲
持
ら
に
写
経
所
の
食
料
を
供
給
す
る
よ
う
に
船
主
に
伝
え
て
い
る
。

雄
心
が
こ
の
よ
う
な
揖
示
を
下
し
た
の
は
、
彼
が
鵬
即
し
た
某
所
と
は
何
ら

か
の
造
営
を
推
当
す
る
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
重
要

な
意
味
を
も
つ
の
は
、
天
平
宝
字
三
年
四
月
一
六
日
付
坂
田
三
主
集
銭
所
用

注
文
（
四
…
三
六
〇
）
で
あ
る
。
次
に
そ
の
一
部
を
引
用
し
て
お
く
。

　
⑩
三
下
銭
壱
墨
継
拾
伍
貫
渠
伯
伍
拾
文
之
中
十
一
貫
五
百
文
懸
作
物
所
受

　
　
　
用
壱
伯
難
拾
貫
護
国
陸
拾
参
文

　
　
　
　
十
貫
二
百
五
十
文
雇
石
工
等
功
料

　
　
　
　
　
三
貫
六
百
五
十
文
筆
呉
床
白
石
真
作
工
三
百
六
十
五
人
馬
入
測

　
　
　
　
　
十
文

　
　
　
　
　
三
貫
六
百
文
由
作
土
三
百
六
十
人
功
人
製
十
文

　
　
　
　
　
三
貫
鼠
麗
山
薄
霧
三
更
功
翁
＋
文

　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
五
十
二
貫
充
伊
賀
山
作
藤

　
　
　
　
　
五
十
一
貫
充
高
島
山
導
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
以
前
、
起
宝
字
二
年
十
一
月
廿
九
日
、
迄
三
年
三
月
中
、
請
銭
井
所
用

　
　
如
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
団
平
宝
字
一
二
年
四
臼
月
十
－
六
臼
［
　
坂
田
池
主

　
こ
の
注
文
は
、
天
平
宝
字
二
年
一
一
月
二
九
口
か
ら
三
年
三
月
中
に
か
け
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て
の
請
銭
一
九
五
貫
七
五
〇
文
の
断
用
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
署
名
巻
よ
り
東
塔
造
営
関
係
の
文
霞
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
は
、
請
銭
の
期
間
が
ま
さ
に
置
足
が
某

所
に
出
向
し
て
い
た
期
間
に
｛
致
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
こ
の
注
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
裏
側
が
造
石
山
寺
所
の
公
文
案
帳
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特

に
第
二
の
点
よ
り
、
こ
の
注
文
は
石
山
に
持
参
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
宛
所
が
後
に
造
石
山
寺
所
別
当
に
な
る
墨
髭
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
文
面
に
は
霧
が
見
え
な
い
も
の
の
、
こ
の
注
文
は
約

五
ヵ
月
間
の
雄
足
の
動
向
と
密
接
な
闘
係
を
も
つ
も
の
で
、
一
一
月
二
九
臼

に
出
向
し
た
造
営
担
豪
機
関
と
は
こ
の
東
塔
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
雄
足
は
ま
ず
、
塔
呉
床
白
石
や
歩
廊
礎
石
の
製
作
に
従
事
す
る
秦

稲
持
ら
に
写
経
所
の
食
料
を
供
給
し
て
、
東
塔
所
の
運
営
に
参
愉
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
　
一
方
、
戦
評
の
も
と
で
聡
慧
と
し
て
写
経
所
事
務
に
従
事
し
て
い

た
勝
麗
主
の
場
合
を
見
る
と
、
　
一
一
月
一
五
日
を
も
っ
て
「
伊
賀
山
所
」
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
（
一
四
…
二
〇
四
）
が
、
こ
れ
も
㈲
に
菟
え
る
策
塔
所
の

伊
賀
山
作
所
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
屋
主
は
雄
羊
の
補
佐
的
な
任

務
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
雄
足
が
出
向
し
た
の
は
東
塔
断
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
機
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
の
か
か
わ
り
は
天
平
宝
字
二
年
一
一
月
末
の
時
点
よ
り
始
ま
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
東
塔
所
に
出
向
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
示
唆
的
な

の
は
三
年
五
月
よ
り
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
が
闊
始
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
福
山
敏
男
氏
に
よ
れ
ば
、
遠
足
は
こ
の
造
営
の
別
当
に
な

　
　
　
⑬

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
二
年
一
一
月
宋
～
三
年
四
月
の
東
搭
所
へ
の
出
向

は
、
こ
れ
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
蟹
足
は
、

金
堂
造
営
の
資
材
な
ど
を
調
達
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
そ
の
準
備
も
兼
ね
て

慰
謝
所
の
運
営
に
関
与
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
確
た
る
証
拠
が
な
い
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
金
堂
造
常

に
際
し
て
は
石
材
の
ほ
と
ん
ど
を
大
坂
山
に
求
め
て
い
る
こ
と
（
一
六
…
二

八
六
）
、
先
の
⑥
に
見
え
る
秦
稲
持
が
領
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
（
四
一

四
四
四
）
、
材
木
の
四
分
の
一
を
伊
賀
山
と
高
島
由
か
ら
入
手
し
て
い
る
こ
と

（一

Z
－
二
八
八
）
な
ど
に
注
目
す
れ
ば
、
東
塔
造
営
と
の
関
係
が
浮
か
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
塔
所
が
選
ば
れ
た
の
は
、
当
晦
の
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

東
大
寺
司
に
あ
っ
て
大
規
模
な
造
営
を
担
当
し
て
い
た
機
関
で
あ
っ
た
の
で
、

資
材
あ
る
い
は
雇
用
労
働
力
確
保
の
た
め
に
様
々
な
便
宜
が
期
待
で
き
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
法
華
専
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
は
、
天
乎
宝
牢
四
年
（
七

六
〇
）
一
二
月
ご
ろ
ま
で
行
わ
れ
た
が
、
隠
謀
は
同
年
正
月
か
ら
再
び
写
経

所
の
事
務
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
二
四
一
二
八
七
）
、
御
願
雑
経
の
讃
写

に
従
事
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
写
経
所
に
あ
っ
て
も
東
塔
所
と
の
関
係
は
継

続
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
四
月
　
五
日
に
後
一
切
経
の
書
写
が
漏
せ
ら
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れ
（
一
四
－
三
九
三
）
、
専
用
の
写
経
施
設
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、

こ
れ
に
関
与
し
た
の
が
東
塔
所
で
あ
っ
た
。
四
月
二
九
日
付
の
東
塔
所
解
案

（一

l
一
三
八
六
）
に
よ
る
と
、
講
銭
八
貫
一
〇
〇
文
の
う
ち
四
貫
八
○
○

文
は
「
椙
榑
三
百
醤
村
別
ま
一
文
近
江
苞
で
あ
っ
た
。
こ
・
覧
え
戸

「
近
江
」
と
は
働
の
高
島
山
野
所
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
写
経
施
設
の
建
築

資
材
を
調
達
す
る
た
め
、
こ
こ
で
も
東
塔
所
の
機
能
が
雄
足
に
よ
っ
て
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
東
塔
所
は
写
経
所
の
財
政
運
用
面
に
お
い

て
も
貢
献
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
後
一
切
経
料
雑
物
収
納
帳
に
よ
る
と
、
四
年

一
〇
月
一
二
臼
と
＝
一
月
三
〇
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
銭
二
貫
文
を
東
塔
所
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

借
用
し
て
い
る
（
一
四
一
四
三
一
、
四
三
七
）
。
本
来
、
連
関
す
る
こ
と
の

な
い
こ
の
二
つ
の
機
関
の
間
に
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
す
る
の
は
、
二

年
一
一
月
末
以
来
の
速
足
と
東
塔
所
の
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
雄
足
は
天
平
宝
字
二
年
一
一
月
頃
ろ
か
ら
東
塔
所
の
運
営
に
か
か

わ
り
を
も
ち
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
と
写
経
所
の
運
営
に
こ

の
機
関
の
機
能
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
が
別
当
と
し
て

の
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
乱
足
に
と
っ
て
東
塔
所
と
は
、

自
ら
の
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
重
要
な
機
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
、

石
山
寺
造
営
残
材
の
廻
漕
に
東
塔
所
材
を
便
乗
さ
せ
、
そ
の
漕
功
の
一
部
を

雄
才
が
負
担
し
た
と
い
う
こ
と
を
見
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
東

塔
所
と
雄
足
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
石
山

に
あ
っ
て
も
両
者
の
関
係
は
継
続
し
て
い
た
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
次
節
で
は
、
造
石
山
寺
所
別
当
と
し
て
の
雄
足
と
東
塔
断
の
関
係
を
考

察
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
「
私
経
済
」
と
さ
れ
る
も
の
の
実

体
が
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

①
石
山
寺
の
造
営
（
正
確
に
は
増
改
築
工
事
）
過
程
及
び
造
石
山
寺
所
の
諸
帳
簿

　
・
公
文
省
（
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
所
収
）
な
ど
の
復
元
は
、
福
山
敏
男

　
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
」
　
（
同
『
潤
本
建
築
史
の
研
究
』
所
収
）
、

　
岸
俊
男
「
但
波
吉
備
麻
呂
の
計
帳
手
実
を
め
ぐ
っ
て
」
　
（
岡
『
日
本
古
代
籍
帳
の

　
研
究
』
所
収
）
に
拠
っ
た
。
こ
の
他
、
岡
藤
良
敬
氏
の
一
連
の
研
究
（
「
石
山
寺
造

　
営
史
料
の
表
裏
囲
係
漏
福
岡
大
学
『
人
文
言
口
藷
一
〇
1
｛
・
二
・
三
・
四
、
「
造

　
石
山
寺
所
関
係
文
害
の
後
原
研
究
」
　
『
同
隔
一
一
－
二
・
一
二
i
一
・
二
・
三
・

　
四
・
一
三
－
一
、
　
「
造
石
山
寺
所
、
公
文
案
帳
の
復
元
」
　
『
九
州
文
化
史
研
究
所

　
紀
要
』
二
七
、
　
「
迄
石
山
寺
所
、
雑
物
用
帳
の
復
元
」
『
九
州
史
学
』
・
七
一
二
な
ど
）

　
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
福
山
敏
男
氏
の
研
究
は
次

　
の
通
り
で
あ
る
。
　
A
右
掲
論
文
、
B
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
法
蘇
寺
の
造
営
」
、

　
C
門
栄
山
寺
八
角
堂
の
建
立
年
代
」
（
以
上
前
掲
盤
所
収
）
、
D
『
奈
良
朝
の
東
大

　
寺
臨
、
E
「
石
山
寺
・
保
良
宮
と
良
説
」
、
F
「
栄
肉
寺
の
創
立
と
八
角
堂
」
（
以

　
上
二
編
は
同
氏
著
作
集
二
『
寺
院
建
築
の
研
究
』
中
巻
所
収
）
。
以
下
、
こ
れ
ら

　
に
つ
い
て
は
、
福
山
A
論
文
・
福
一
山
D
薯
盃
］
の
よ
う
に
略
記
す
る
。

②
　
『
大
日
本
古
文
書
隔
編
年
文
番
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限

　
り
巻
数
と
買
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
該
当
記
事
が
二
頁
以
上
に
わ
た
る

　
と
き
、
そ
の
初
出
の
頁
数
を
記
し
た
。

③
雑
材
廻
漕
に
つ
い
て
は
、
福
山
A
論
・
又
、
村
尾
次
郎
『
律
令
財
政
史
の
研
究
』

　
六
八
～
八
七
頁
、
吉
田
孝
「
律
令
特
代
の
交
易
」
（
前
掲
）
、
松
原
弘
宣
「
奈
良
時

　
代
に
お
け
る
材
木
運
漕
」
　
（
『
続
日
本
紀
研
究
陣
一
八
四
）
、
岡
藤
良
敬
「
造
石
山
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寺
所
の
訪
負
的
雇
傭
労
働
力
」
　
（
竹
内
理
三
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
律
令
照
家

　
と
貴
族
社
会
』
所
収
）
に
言
及
が
あ
る
。

④
　
造
石
山
寺
所
の
立
替
分
が
、
銭
三
思
で
は
三
貫
三
…
一
〇
文
で
あ
ろ
の
に
対
し
、

　
⑧
で
は
幕
只
八
○
文
に
な
っ
て
い
る
事
情
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
作
物

　
所
か
ら
の
六
貫
文
が
廻
漕
の
途
中
で
（
た
と
え
ば
宇
治
津
で
）
支
給
さ
れ
た
こ
と

　
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
③
に
あ
げ
た
岡
藤
論
文
を
参
照

　
さ
れ
た
い
。

⑤
椙
榑
二
九
四
材
の
進
上
注
文
で
あ
る
天
平
宝
字
六
年
正
月
二
七
日
付
高
島
山
作

　
所
解
（
五
－
七
二
）
に
は
、
糞
土
で
「
又
収
納
弐
捨
村
主
典
宅
　
検
納
帰
足
扁
と

　
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
収
納
を
正
月
五
日
の
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
は
二

　
月
五
日
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
雷
田
論
文
参
照
。

⑥
天
平
宝
字
六
年
九
月
九
日
付
椙
三
門
運
功
銭
米
注
文
（
五
一
二
七
八
）
。
こ
の
注

　
文
は
、
残
材
廻
漕
に
便
乗
し
た
東
塔
寒
熱
縛
六
〇
〇
材
の
漕
料
注
文
と
考
え
ら
れ

　
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
岡
藤
氏
の
詣
摘
（
「
造
石
山
寺
所
の
請
負
的
雇
傭
労
働
力
」

　
前
掲
）
に
従
い
、
こ
の
廻
漕
と
は
瀦
途
に
運
漕
さ
れ
た
東
塔
所
書
榑
材
の
注
文
と

　
理
解
す
る
。

⑦
吉
田
氏
は
「
雄
足
の
宅
」
を
勢
多
庄
内
に
求
め
て
い
る
が
、
松
原
弘
宣
氏
は
庄

　
に
隣
接
し
た
地
点
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
「
東
大
寺
領
勢
多
庄
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日

　
本
歴
史
』
三
四
四
）
。
　
い
ず
れ
と
も
判
断
し
が
た
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節

　
の
注
⑳
を
参
照
。

⑧
天
平
宝
字
穴
年
三
月
ご
ろ
と
思
わ
れ
る
造
石
山
院
詳
解
案
（
一
瓢
1
｝
七
四
）

　
に
は
、
仕
丁
生
都
石
代
が
「
東
塔
所
高
島
山
作
人
」
と
見
え
る
。

⑨
福
山
D
著
書
二
七
～
三
四
頁
、
井
上
薫
『
奈
良
朝
仏
教
史
の
研
究
』
五
二
七
～

　
五
二
九
頁
。

⑩
天
平
宝
字
六
年
二
月
、
三
月
の
造
東
大
寺
司
告
朔
解
断
簡
に
よ
る
と
木
工
所
の

　
作
物
と
し
て
東
塔
歩
廊
の
構
作
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
（
五
－
一
二
六
、
一
九
〇
）
、

　
実
質
的
な
造
営
は
木
工
所
が
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
推
測
す

　
れ
ば
、
東
塔
所
と
は
そ
の
建
築
資
材
の
調
達
を
主
要
な
機
能
と
す
る
機
関
で
は
な

　
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
作
物
所
と
は
造
物
所
と
同
一
の
も
の
（
造
眉
山
寺
所
を
作
石

　
山
寺
所
と
記
す
よ
う
に
作
と
造
は
並
用
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
一
五
一
一
四
六
）
で
、

　
造
東
大
寺
司
の
恒
常
的
機
関
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
造
物
所
（
作
物
所
）
は
、
写
経

　
所
に
経
軸
を
納
入
し
（
一
三
一
二
罎
九
）
、
造
石
山
寺
所
を
介
し
て
漆
を
購
入
し
た

　
り
し
て
い
る
（
一
五
－
一
四
〇
）
が
、
そ
の
具
体
的
な
機
能
は
不
明
で
あ
る
。
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
お
、
田
中
嗣
人
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
造
物
所
は
造
仏
所
と
は
別
の
機
闘
と

　
見
る
べ
き
だ
ろ
う
（
同
『
B
本
右
代
仏
師
の
研
究
』
一
四
九
～
一
五
〇
買
）
。

◎
　
造
東
大
寺
司
主
典
と
し
て
の
初
嵐
は
、
天
平
宝
字
二
年
六
月
一
九
日
付
掛
東
大

　
寺
司
牒
案
（
一
三
一
二
四
一
）
で
あ
る
。

⑫
編
山
D
著
書
二
九
～
三
〇
頁
。
御
願
料
経
奉
点
訳
雑
文
案
に
あ
る
天
平
宝
寧
四

　
年
四
月
二
九
日
、
閏
四
月
五
日
、
＝
一
日
の
東
塔
所
解
案
（
一
四
一
三
八
六
、
三

　
八
九
）
に
は
、
蟹
田
池
主
が
領
と
し
て
署
を
行
っ
て
い
る
。

⑬
　
こ
の
注
文
の
裏
側
に
該
当
す
る
文
書
は
、
一
五
－
二
一
六
～
一
…
一
八
に
所
収
さ

　
れ
て
い
る
天
平
宝
字
六
年
六
月
の
石
山
院
奉
写
大
般
若
所
解
…
案
・
石
山
院
木
工
進

　
上
文
案
・
造
石
山
専
所
解
案
な
ど
。

⑪
　
米
雑
物
等
請
｛
冗
心
乱
借
銭
帳
に
μ
兄
・
え
る
天
平
宝
字
二
年
一
〇
日
日
論
ハ
R
【
賢
士
都
鰭
轡
疋

　
惜
銭
注
文
（
一
四
一
五
〇
）
に
よ
る
と
、
書
足
は
石
山
領
秦
稲
持
に
三
貫
七
六
八

　
文
を
借
給
し
て
い
る
の
で
、
東
塔
所
と
の
関
係
は
一
〇
月
ご
ろ
ま
で
遡
れ
そ
う
で

　
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
出
向
し
た
時
点
を
も
っ
て
関
係
の
開
始
と
見
て
お
く
。

⑮
福
山
B
論
文
。
こ
の
他
、
藤
井
　
二
「
法
華
寺
の
造
営
と
寺
頒
」
（
穐
ヒ
ス
ト
リ

　
ア
』
六
三
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

⑯
　
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
は
福
山
B
論
文
を
参
照
し
た
。

⑰
　
福
山
D
著
書
に
よ
る
と
、
大
仏
殿
の
造
営
は
天
平
宝
字
元
年
に
は
ほ
ぼ
終
り
ニ

　
年
に
は
天
井
・
廓
・
須
理
の
彩
色
作
業
に
か
か
っ
て
い
た
。
ま
た
、
講
堂
は
天
平

　
勝
宝
八
歳
に
は
ほ
ぼ
完
成
、
食
堂
の
造
営
は
天
平
宝
字
二
年
か
ら
着
手
さ
れ
た

　
（
匹
～
、
五
〇
、
五
九
頁
）
。
東
塔
造
営
は
西
塔
が
落
成
し
た
天
平
勝
宝
五
年
よ
り
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継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
天
平
宝
宇
二
年
段
階
で
は
最
も
事
業
規
模
の
大

　
き
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

⑱
　
こ
の
他
、
随
求
三
所
の
天
三
宝
字
四
年
一
〇
月
一
六
日
二
三
（
四
一
四
三
三
）

　
に
は
、
東
塔
所
に
米
・
華
氏
・
海
藻
な
ど
を
融
通
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
解
の
署
は
写
経
所
案
主
上
馬
養
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
も
雄
足
と
の
関
係
に
よ

　
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
造
石
山
奪
所
別
当
「
宅
」
の
機
能

　
造
石
山
寺
所
別
当
安
都
雄
足
と
棄
塔
所
の
関
係
は
前
節
で
見
た
雑
材
廻
漕

の
場
菰
で
し
か
現
わ
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
を
呉
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
高
島
山
使
解
（
五
i
二
七
九
）
は
議
論

の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
⑭
　
高
島
山
使
解
　
申
自
勢
多
言
泉
於
漕
上
材
事

　
　
　
合
急
騰
麟
拾
玖
物

　
　
　
　
久
礼
二
百
一
材
　
功
銭
～
貫
五
文
材
別
五
文

　
　
　
　
波
多
板
十
二
枚
　
功
一
百
八
文
二
幅
九
文

　
　
　
　
比
心
移
単
三
茜
尺
功
六
＋
文
筋
＋
文

　
　
　
　
小
柱
三
網
一
長
　
丈
二
尺
　
　
功
津
川
六
文
根
刷
十
二
轟
X

　
　
　
　
梓
板
昔
八
束
　
功
三
百
辮
六
文
東
別
＋
二
文

　
　
　
用
銭
壱
貫
伍
伯
騨
拾
伍
文
　
受
石
山
院
芦
別
当
所
可
来
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
九
月
ふ
一
日
　
　
領
勝
屋
主

　
こ
れ
は
、
前
記
の
石
山
寺
造
営
残
材
廻
漕
に
便
乗
し
た
忍
足
の
私
選
縁
録

と
そ
の
漕
料
の
注
文
で
あ
る
。
吉
田
孝
属
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に

見
え
る
私
材
は
「
雄
足
の
宅
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
交
易
翔
で
あ
っ
た
と
い
う
推
定
も
興
味
深
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
入

手
経
路
を
検
討
し
た
い
。

　
D
　
別
当
私
材
の
入
手
経
路

　
（
　
ま
ず
、
石
山
寺
造
鴬
の
木
材
は
甲
賀
山
作
所
と
田
上
山
作
所
で
伐
採
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

荒
作
（
荒
削
り
）
し
て
足
庭
（
造
営
現
場
）
に
送
ら
れ
て
い
た
の
で
、
雄
足

は
こ
の
山
守
所
か
ら
私
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
別
当
と

い
う
地
位
か
ら
し
て
も
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
。
ま
た
、
　
「
管
足
の
宅
」
は

勢
多
に
あ
っ
た
の
で
、
勢
多
津
に
集
め
ら
れ
た
木
材
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
②

で
き
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
者
の
場
合
で
あ
っ
て
も
私
材
の
入
手
は
石

山
寺
造
営
に
便
乗
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
噺
の
一

端
を
α
蕩
に
見
え
る
小
柱
と
比
蘇
に
求
め
て
み
よ
う
。

　
注
意
し
た
い
の
は
こ
れ
ら
の
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
　
一
斗
二
尺
の
小
柱
と
長
二

丈
四
尺
の
比
蘇
を
甲
賀
・
二
上
両
山
繭
所
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
比
較
し
て

み
る
と
、
私
材
の
サ
イ
ズ
は
工
作
所
の
も
の
と
一
致
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る

（
第
2
表
）
。
特
に
比
蘇
は
私
材
の
方
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
。
こ
の
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

雄
足
が
試
作
所
荒
野
の
も
の
を
流
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
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第2表　玉作所の柱・比蘇

田上山作所 甲賀由作所

長1．7丈

　1．5

　1．3

6根

14

2

長2．丈

　　2．

　　L6

　　Ll

　　O．9

10根

　1

22

30

22

柱

比蘇i長1：1丈1：1』

（注）本旨は，天平宝字6年正月～4月
　　の田上山作所告朔鰐，同5年12月・

　　岡6年正月，3～4月の甲賀山作所
　告朔解より作成（繊典については，

　本文の注①参照）。

で
は
、
別
当
と
い
う

地
位
を
陣
し
て
別
規

格
の
も
の
を
山
作
贋

に
作
ら
せ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
天
平
宝
宇

六
年
（
七
六
二
）
　
五

月
以
降
で
あ
れ
ば
そ

の
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
。
と
い
う
の
は
、

石
山
寺
の
仏
堂
・
僧
房
・
経
蔵
さ
ら
に
は
奈
良
か
ら
石
山
に
遷
っ
た
写
経
所

な
ど
の
用
材
は
も
っ
ぱ
ら
田
上
由
作
所
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
正
月
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

四
月
ま
で
の
山
篭
所
は
指
定
さ
れ
た
材
木
の
荒
作
に
繁
忙
を
極
め
て
い
た
。

ま
た
、
三
月
に
な
る
と
造
石
山
言
忌
の
保
有
す
る
食
料
米
が
不
足
し
（
後
述
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

作
材
そ
の
も
の
に
も
影
響
が
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、

造
営
の
責
任
者
で
あ
る
脂
足
が
単
材
の
調
達
を
指
示
し
て
い
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
た
だ
し
、
田
上
山
作
所
で
は
四
月
い
っ
ぱ
い
を
も
っ
て
造
鴬
胴
材

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
玉
作
を
終
え
て
い
る
の
で
、
五
月
以
降
で
あ
れ
ば
私
材
の
確
保
は
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
木
工
の
功
食
料
な
ど
は
す
べ
て
雄
足
の
負
担
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
造
石
山
寺
所
の
食
物
用
心
と
採
用
帳

に
よ
れ
ば
、
五
月
一
〇
口
ご
ろ
を
最
後
に
田
上
山
作
所
へ
は
…
羅
工
ら
の
食
料

や
銭
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
垂
足
は
私
材
確
保
の

た
め
に
乱
作
所
を
利
用
し
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
石
山
寺
造
営
に
便
乗
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
次
に
あ
げ
る
銭
用
帳
八
月
九
日
条
の
記
審
は
、
私
材
を
収
納
し
て

い
た
「
中
足
の
宅
扁
の
姿
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
（
五
一
三
六
九
）
。

　
㈹
九
日
下
記
壱
貫
山
外
黙
拾
文
、
二
｝
臼
五
＋
六
文
雑
矯
内
（
撚
廿
蚊
犠
醒
仕
丁
功
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
百
辮
瓢
文
自
主
典
宅
来
弓
木
回
内
　
円
貨
九
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
経
所
栄
直
内

　
こ
れ
は
、
九
日
に
支
出
し
た
銭
…
貫
五
四
〇
文
が
ど
の
資
金
か
ら
の
借
用

で
あ
る
か
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
当
特
、
造
石
山
寺
所
で
は
銭
が
不
足
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
い
た
の
で
こ
の
よ
う
な
形
で
必
要
経
費
を
調
達
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
工
）

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
二
三
二
文
が
「
自
主
典
宅
来
工
臨
功
内
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
主
典
宅
」
－
一
「
雄
足
の
宅
」
に
は
木
工
が

お
り
、
造
石
山
寺
所
に
患
書
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
こ
れ

以
上
の
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
が
、
彼
ら
は
足
庭
や
由
作
所
で
荒
作
や
伐
木
に

従
事
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
　
「
落
足
の
宅
」
内
に
あ
っ
て
も
製
材

を
行
っ
て
い
た
と
患
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の
は
、
雄
足
の
私

　
　
　
　
　
ソ
ギ

材
に
見
え
る
梓
板
二
八
束
で
あ
る
。
軽
量
と
は
、
椙
榑
や
櫓
樽
を
う
す
く
割

っ
た
材
木
と
考
え
ら
れ
、
造
石
山
寺
所
で
は
木
工
が
足
庭
で
こ
の
製
作
に
従

　
　
　
　
⑧

指
し
て
い
た
。
管
足
の
そ
れ
も
「
宅
」
の
木
工
が
「
宅
」
内
で
製
作
し
た
も

　
　
　
　
⑨

の
で
あ
ろ
う
。
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
雄
足
の
宅
」
の
状
況
を
念
頭
に
お
く
と
、
先
に
見

た
山
事
所
の
も
の
と
は
別
規
格
の
小
柱
・
比
蘇
な
ど
は
「
宅
」
の
木
工
に
よ

っ
て
荒
作
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
雄
足
の
私
材
は
石
山
寺
造
営
材
と
は
別
個
に
調
達
さ
れ
て
い
た
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
雄
足
は
単
独
に
私
財
を
入
手
し
木
工
に
鞍
作
さ
せ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
恐
ら
く
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で

想
起
し
た
い
の
は
、
前
節
で
見
た
雑
材
廻
漕
時
に
冬
毛
が
東
塔
所
材
の
漕
料

の
一
部
を
負
担
し
た
と
い
う
纂
実
で
あ
る
。
ま
ず
、
六
年
八
月
九
日
付
漕
材

注
文
に
記
さ
れ
た
東
塔
用
材
の
日
録
（
五
一
二
六
四
）
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
③
柱
廿
根
計
器
餌
料
田
干
紋
㎏
駅
読
即
撃
払
寸
　
准
榑
二
百
材
根
別
＋
材

　
　
榴
榑
六
百
材

　
　
　
　
已
上
六
一
予
料
物
、
車
果
塔
所
材
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
）

　
こ
の
日
録
を
前
掲
の
宇
治
使
解
㈲
と
比
較
し
て
み
る
と
、
長
一
丈
三
尺
の

柱
一
八
根
は
歩
廊
用
で
あ
り
、
長
一
丈
七
尺
の
柱
二
根
は
門
料
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
が
わ
か
る
。
当
時
、
東
塔
造
営
現
場
で
は
歩
廊
の
造
立
が
行
わ
れ
て
お
り
、

た
と
え
ば
造
東
大
寺
司
告
朔
解
に
は
木
工
所
の
作
物
と
し
て
「
構
作
東
塔
歩

廊
」
　
「
難
解
塔
歩
廊
北
中
門
一
宇
」
（
以
上
二
月
、
五
一
一
二
六
）
「
構
作
東

塔
歩
廊
材
五
十
二
物
」
　
（
三
月
、
五
一
一
九
〇
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
㈲
の
柱
二
〇
根
は
、
奈
良
で
の
構
作
の
た
め
に
調
達
さ
れ
た
木
材
で
あ

っ
た
わ
け
で
、
し
か
も
そ
の
用
途
が
門
料
・
歩
廊
用
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
た
規
格
に
荒
稼
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
雄
足
が
こ
の
よ
う
な
木
材

の
溝
料
の
｛
部
を
負
撮
し
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
東
塔
所
と
の
関
係
か
ら
し

て
、
東
塔
所
材
が
雄
足
の
管
理
下
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
雄
足
の
宅
」
に
木
工
が
い
た
と
い
う
こ
と
と
、
右
の
雄
足

の
立
場
と
の
つ
な
が
り
を
直
接
示
す
史
料
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、

「
雄
足
の
優
し
が
勢
多
に
あ
っ
た
と
い
う
地
理
的
な
条
件
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
東
塔
風
脚
の
入
手
先
は
、
前
掲
の

坂
田
池
主
導
銭
所
用
注
文
⑪
よ
り
す
れ
ば
高
島
山
作
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
奈
良
の
東
塔
所
か
ら
の
指
示
が
直
接
こ
の
山
作
所
に
伝
え
ら
れ
た
と

す
る
よ
り
も
、
　
「
雄
足
の
宅
」
が
中
継
点
と
な
っ
て
用
材
の
確
保
や
荒
作
を

担
当
し
て
い
た
と
見
る
方
が
よ
り
機
能
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
推
測
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
私
材
と
東
塔
所
材
に
含
ま

れ
て
い
る
十
善
の
入
手
方
法
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
助
　
紅
血
購
入
の
内
実

　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
椙
榑
は
椙
の
原
木
を
加
工
し
た
角
材
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
檜

を
加
工
し
た
檜
榑
も
あ
っ
た
。
こ
の
椙
傳
・
檜
榑
は
当
時
広
範
に
流
通
し
て

　
⑫
い
た
よ
う
で
、
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
金
堂
の
造
営
に
際
し
て
は
、
泉
津
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

丹
波
山
川
津
・
高
島
山
少
川
津
な
ど
で
大
量
に
購
入
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
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第3袋　椙榑納入状況（天平宝：字6年）

自高島買，勝屋主進上

自高島頗買，勝屋主進上

自伊賀山買，右兵衛物部東入進上

自高島山型，勝屋主進上

自勝屋憲所進上

自高島勝屋主進上

296材

273

2e5

250

84

694

正月15日

2月5日

3月6日

4月2月
5　El　23　R

（注）材納帳より作成（15－261，263，267，277，287）

そ
れ
だ
け
商
品
価
値
の
高
い
木
材
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
雄
足
の
椙
榑
も
購
入
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
造

石
山
寺
所
の
例
を
と
り
あ
げ
層
層
購
入
の

方
法
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
こ
の
石
山
寺
の
造
営
に
あ
っ
て
も
椙
榑

は
す
べ
て
購
入
さ
れ
て
い
た
。
造
石
山
寺

所
の
雑
鰻
丼
象
皮
和
炭
等
納
帳
（
材
納
帳
）

に
見
え
る
椙
榑
納
入
記
事
を
ま
と
め
る
と

第
3
蓑
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

伊
賀
山
か
ら
は
右
兵
衛
物
部
東
人
が
、
高

島
山
か
ら
は
勝
屋
主
が
そ
れ
ぞ
れ
購
入
し
、

造
石
山
寺
所
に
進
上
し
て
い
た
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
る
。
こ
の
う
ち
、
伊
賀
山
か
ら
の
二
〇
聖
書
は
写
経
所
用
材
で
あ
る
の
で
、

残
り
の
一
五
九
七
材
が
造
石
山
寺
所
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

れ
が
す
べ
て
造
石
山
寺
所
の
分
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
石
山
寺
造
営

の
総
決
算
書
と
さ
れ
る
天
平
宝
字
六
年
閏
一
二
月
二
九
日
付
造
石
山
寺
所
解

案
（
秋
季
告
鰯
）
を
見
る
と
、
造
石
山
寺
所
が
購
入
し
た
烏
鷺
は
六
八
二
材

で
あ
っ
て
、
仏
堂
料
・
借
板
屋
三
男
料
・
属
師
奉
入
三
絶
思
量
料
・
古
板
屋

等
修
理
料
に
六
六
八
材
を
使
用
し
一
四
材
は
蘇
甲
板
一
〇
〇
枚
と
し
て
残
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
六
一
二
〇
二
・
二
〇
四
）
。
つ
ま
り
、
材
納
帳

と
秋
季
告
朔
と
の
間
に
は
九
一
五
材
（
一
㎝
Φ
畷
1
①
Q
◎
鱒
）
と
い
う
大
き
な
数
値
の

差
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
九
一
五
材
と
は
、
造
石
山
毒
所
に
収
納
さ

れ
た
も
の
の
実
際
に
は
隣
…
入
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
椙
榑
の
も
つ
商
品
価
値
か
ら
見
て
、
こ
れ
が
造
石
山
寺
所
に
放

羅
さ
れ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
恐
ら
く
別
の
機
関
が
こ
れ
を
入
手
し
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
注
凝
し
た
い
の
は
、
購
入
費
の
支
出
状

況
で
あ
る
。
先
の
第
3
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
材
納
帳
に
は
「
自
高

島
山
買
し
と
あ
り
、
ま
た
秋
季
告
朔
に
も
一
部
欠
な
が
ら
「
［
握
H
］
六
百

　
　
　
　
別
十
二
文

　
　
　
　
　
　
　
（
；
）
　
　
」
（
一
六
一
二
一
四
）
と
あ
っ
て
、
造
石
山

八
十
二
材
直

　
　
　
　
自
窩
島
山
勝
麗
買
漕
下
潜

寺
所
が
購
入
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
銭
用
帳
を
見

る
と
鰐
皮
・
藁
な
ど
の
購
入
費
は
支
出
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

の
椙
榑
に
対
す
る
銭
の
支
出
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
銭
用
帳

は
造
鴬
費
を
逐
一
記
録
し
た
重
要
な
帳
簿
（
そ
の
期
間
は
五
年
一
二
月
二
四

臼
～
七
年
正
月
三
〇
日
）
で
あ
り
、
そ
こ
に
欠
落
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
の
で
、
こ
れ
は
椙
榑
を
入
手
し
た
時
点
と
そ
の
費
用
を
支
出
し
た
暗
点

と
が
ず
れ
て
い
た
た
め
に
生
じ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
造
石
山
寺

所
は
別
の
機
関
に
そ
の
代
金
の
立
替
を
依
頼
し
、
石
山
寺
の
造
営
が
終
了
し

て
か
ら
使
用
分
の
代
金
を
精
算
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
秋
季
告
朔
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

実
際
に
は
翌
七
年
六
月
中
旬
以
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
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こ
の
よ
う
な
操
作
は
充
分
に
可
能
で
あ
る
。

　
さ
て
、
椙
榑
の
購
入
に
は
造
石
山
寺
所
が
事
実
上
関
与
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
を
請
負
っ
た
機
関
が
次
に
問
題
に
な
る
っ
し

か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
島
山
よ
り
勝
屋
主
が
椙
榑
を
購
入
し
て
い
た

と
い
う
事
実
が
一
つ
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
屋
主
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
に
は
聡
慧
の

も
と
で
写
経
所
の
案
主
を
勤
め
、
そ
し
て
東
塔
瞬
の
運
営
に
も
か
か
わ
っ
て
」

い
た
が
、
こ
の
石
山
で
も
別
当
週
足
の
配
下
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
任
務
は

前
記
の
よ
う
に
椙
榑
の
購
入
と
進
上
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
六
年
三
月
に
奈
「

良
の
造
東
大
寺
司
か
ら
召
還
要
請
が
あ
っ
た
時
、
造
石
山
寺
所
は
、
こ
の
屋

主
と
仕
丁
生
部
石
代
は
「
石
山
院
所
用
久
礼
三
州
、
便
受
令
買
」
と
し
て
不

参
の
醒
を
提
出
し
て
い
る
（
一
五
一
一
七
五
）
。
つ
ま
り
、
屋
主
は
石
山
寺
造

営
に
と
っ
て
不
可
欠
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
名
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

六
年
正
月
～
一
〇
月
の
総
轄
注
文
（
二
月
分
は
欠
）
や
七
月
二
五
日
の
考
中

　
　
⑰

行
事
案
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
造
石
山
寺
所
に
所
属
せ
ず
に

富
里
の
購
入
・
進
上
に
従
事
し
て
い
た
か
ら
で
、
こ
の
屋
主
こ
そ
請
負
機
関

の
案
主
も
し
く
は
楽
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
屋
主
と
行
動
を
共
に
し
て
い

た
仕
丁
生
部
石
代
は
、
六
年
三
月
ご
ろ
の
造
石
山
院
難
解
案
に
「
東
塔
所
出

島
山
作
人
」
　
（
一
五
－
一
七
四
）
と
見
え
る
の
で
、
屋
主
の
か
か
わ
っ
た
こ

の
機
関
は
東
塔
所
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
東
塔
所
が
こ
の
高

島
山
よ
り
椙
榑
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
は
、
六
年
九
月
半
日
付
騰
馬
漕
運
功

銭
米
注
文
（
五
－
二
七
八
）
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
、
造
石
山
寺
所
に
お
け
る
椙
榑
の
入
手
状
況
を
検
討
し
て
み
た
が
、

こ
れ
よ
り
す
れ
ば
先
の
九
一
五
材
と
は
東
塔
所
の
用
材
で
あ
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
東
塔
所
が
高
島
山
で
入
手
し
た
椙
榑
は
ま
ず
造
石
山

寺
所
に
収
納
さ
れ
、
造
営
用
に
必
要
な
分
を
造
石
山
寺
所
が
検
納
し
た
あ
と
、

残
り
の
東
塔
所
用
の
も
の
は
一
時
保
管
す
る
な
ど
し
て
泉
津
ま
で
漕
運
し
た

と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
漕
料
は
東
塔
癬
の
負
担
と
し
て
で
あ
る
。
先
に
雄
足

の
建
材
に
椙
榑
が
あ
る
こ
と
を
見
た
が
、
右
の
点
を
念
頭
に
お
け
ば
こ
れ
も

同
じ
経
路
で
入
手
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
六
年
二
月
五
臼
に
納
入

さ
れ
た
こ
九
四
材
の
う
ち
、
二
〇
材
は
「
主
典
宅
」
　
（
「
雄
足
の
宅
」
）
に
検

納
さ
れ
て
い
る
（
五
一
七
二
）
。
こ
の
よ
う
に
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
継
足

の
私
材
と
東
塔
所
材
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
造
石
山
寺
所
が
、
造
営
に
必
要
な
椙
縛
を
東
塔
所
の
機
能
に

依
拠
し
て
購
入
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
は
、
別
当
並
足
の
裁
量
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
造
石
山
寺
所
別
当
に
就
任
す
る
ま
で
の
雄
足
と
東

塔
所
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
が
、
こ
の
石

山
に
あ
っ
て
も
東
塔
所
は
鶴
田
の
任
務
を
遂
行
す
る
上
で
重
要
な
機
関
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
、
以
上
に
見
た
椙
縛
の
購
入
状
況
か
ら

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
奈
良
の
東
塔
所
へ
の
木
材
漕
運
に
も
関
与
す
る
と
い
う
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役
割
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
雑
材
廻
漕
時
に
漕
料
の
一
部
を
負

担
し
た
と
い
う
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
連
し

て
次
に
あ
げ
る
雄
足
の
周
面
注
文
（
一
六
一
五
八
）
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　
㈲
十
二
月
十
四
貝
下
家
直
二
貫

　
　
　
右
、
杉
榑
二
百
村
作
運
功
食
料
、
遣
直
都
四
郎
所
、
杉
附
勝
屋
主
、

　
　
　
遣
保
良
大
師
殿
、
影
干
四
郎
所
、
　
　
　
　
　
　
　
行
安
都
雄
足

　
こ
の
注
文
に
は
年
記
が
な
い
が
、
　
「
保
良
大
師
殿
」
と
は
保
良
宮
に
い
る

藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
を
さ
す
こ
と
、
保
良
宮
へ
の
遷
都
期
間
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
～
六
年
五
月
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
天
平
宝
字
五
年
の

も
の
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
五
年
＝
一
月
一
四
日
と
い
う
と
、
秋
季
告
朔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

よ
れ
ば
石
山
寺
の
造
営
が
開
始
さ
れ
た
日
で
も
あ
る
。
そ
の
日
に
杉
榑
の
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

運
功
食
料
を
「
安
都
四
郎
所
」
に
下
し
、
　
「
保
良
大
師
殿
」
へ
杉
を
送
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
縦
足
の
位
置
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
と
思

う
。
雄
足
は
屋
主
ら
と
共
に
保
良
へ
の
木
材
供
給
に
も
従
事
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
逸
足
は
、
石
山
に
あ
っ
て
奈
良
や
保
良
へ
の
木
材
供
給
も
担

当
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
造
石
山
寺
所
別
当
と
し

て
の
任
務
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
椙
榑
な
ど
の

需
要
を
溝
た
す
た
め
の
購
入
と
漕
運
と
い
っ
た
差
配
は
、
造
石
山
寺
所
の
政

所
で
行
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。
石
山
寺
に
近
く
木
材
輸
送
に
便
利
な
と

こ
ろ
と
な
る
と
、
勢
多
に
あ
っ
た
「
雄
足
の
宅
」
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
こ
に

は
木
工
も
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
「
雄
足
の
宅
」
こ
そ
も
う
一
つ
の
彼
の
任

務
を
遂
行
す
る
上
で
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
以
上
、
造
石
山
廊
所
に
お
け
る
椙
榑
購
入
の
内
実
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
　
「
雄
蕊
の
宅
」
に
は
木
材
供
給
と
い
う
公
的
な
機
能
が
あ
る
こ
と
、

む
し
ろ
奈
良
に
あ
っ
た
東
塔
所
の
出
張
機
関
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

側
面
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
れ
は
、
　
「
無
足
の
宅
」

は
東
塔
所
と
高
島
下
作
所
の
中
継
点
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
た
先
の
推
測
の

裏
付
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
雄
足
の
私
材
の
入
手
経
路
に
つ
い
て
は

椙
榑
し
か
朔
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
恐
ら
く
他
の
木
材
も
東
塔
所
材
と

密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
　
「
軸
足

の
宅
」
は
単
な
る
交
易
用
私
材
の
収
納
場
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
の
　
「
雄
足
の
宅
」
の
米
の
性
格

　
（
　
造
石
山
寺
所
の
財
政
は
、
奈
良
の
造
東
大
寺
司
か
ら
の
支
給
物
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
天
平
宝
字
六
年
三
月
に
な
る
と
食
米
が
不
足
し
造
営

そ
の
も
の
に
も
影
響
が
出
は
じ
め
た
。
し
か
し
、
奈
良
か
ら
は
玄
米
は
支
給

さ
れ
ず
、
東
大
寺
の
同
四
年
愛
智
郡
封
戸
租
米
の
微
収
権
を
与
え
ら
れ
た
だ

け
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
斎
米
の
収
納
が
開
始
さ
れ
た
の
は
五
月
に
な
っ
て
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⑳

か
ら
で
あ
っ
た
。
造
石
山
寺
所
は
、
こ
の
窮
状
を
乗
り
切
る
た
め
に
関
係
機

関
よ
り
多
量
の
借
米
を
行
っ
た
が
、
こ
の
借
米
の
中
に
は
「
雄
足
の
宅
」
か

ら
の
米
も
含
ま
れ
て
い
た
。
吉
田
三
惑
は
こ
の
点
に
注
目
し
、
造
石
山
寺
所

の
財
政
運
用
の
中
で
安
都
雄
足
の
「
宅
」
を
中
心
と
し
た
「
私
経
済
」
が
生

々
と
機
能
し
て
い
た
こ
と
の
一
事
例
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
結
果
か
ら
す
れ
ぼ
、
吉
田
氏
の
見
解
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
造
石
山
寺
所
が
借
用
し
た
「
蟹
足
の
宅
」
の
米
の

性
格
を
考
え
て
お
こ
う
。

　
造
石
山
寺
所
が
借
米
し
た
機
関
に
つ
い
て
は
、
食
物
用
帳
に
見
え
る
返
米

記
事
よ
り
知
ら
れ
る
。
第
4
表
は
そ
の
借
米
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
め
う
ち
「
主
典
田
作
岡
田
」
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
造
石
山
寺
所
近

辺
か
ら
の
借
用
と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
、
こ
の
表
に
見
え
る
雄
足
へ
の
返
言
記
事
を
順
に
あ
げ
る
と
第
5
表

の
よ
う
に
な
る
。
吉
田
氏
は
こ
れ
を
〃
安
都
雄
足
へ
の
返
米
”
と
し
て
一
括

第4表 借米状況
　（単位は鯖）

　2．564

　7．91
（20．）

16．9

　3．

　　O．04

　　0．2

写経所
上　寺
安都雄足
渤海大使
高麗大夫所
寺刀自倉人女

主典田作岡田

（注）　食物用帳より作成

　（5－5一一22，15－378一一436，

　5－24”v30，16m177”s一’179）．

　上寺の（）内の数値は突

　際の借米量で，天平宝字

　6年11月30日付造寺所黒
　米三三文案（15－248）によ

　る。その他については本

　文亀⑫・⑬を参照。なお，

　本途の数1直は，白米・黒

　米の合計である。

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
、
　
「
主
典
所
」
「
別
当
家
」
「
別

当
殿
」
　
「
別
当
宅
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ

の
返
却
先
の
呼
称
が
一
定
し
て
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。
雄
足
へ
の
割
米
で
あ
り
な
が

ら
こ
の
よ
う
に
多
様
な
呼
称
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
は
奇
異
な
感
を
与
え
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
帳
簿
作
成
時
に
混
乱
が
生

じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し

か
し
、
　
〃
原
文
書
”
で
も
こ
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
は
、
こ

の
食
物
用
帳
の
四
月
一
九
日
条
に
、
そ
の

〃
原
文
書
”
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
の
で

あ
る
（
一
五
i
三
九
六
）
。

　
ω
又
下
米
震
動
黒
　
塩
弐
升
　
砂
滑
海

　
　
藻
弐
村
　
海
藻
壱
把

　
　
右
、
田
上
山
作
所
食
料
、
附
仕
丁

　
　
私
部
広
国
、
充
遣
如
件
、
故
符
、

出典

15－403

15－404

15－425

15一一428

15－432

16－177

第5表安都雄足への返米状況（天平宝字6年）

返　米・記　事 使

勝屋主
日置得万呂

阿刀乙万呂

樗削伯万呂

仕丁広島

白米10鱗・自主典所借請来黒米之替二種

白米1斗・別当家訓充

白米1斗・別当殿上

白米1斗，黒米Z斗・別当勢多宅進上

白米5斗・劉当宅之米代進上

白米6石・劉南米，造寺糊昔誌代報下

　5月5日
　　　10日

　7月7日
　　　14日

　　　19日

閏12月29日

　
末
尾
に
「
故
縁
」
と
あ
る
の
は
、
帳
簿
の
も
と
に
な
っ
た
〃
原
文
書
”
が

符
（
案
文
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
、
造
石
山
寺
所
で
は
食
米
な
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ど
の
支
給
所
に
逐
一
そ
の
数
量
な
ど
を
記
し
た
符
を
下
し
、
ま
た
そ
の
案
文

を
保
管
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
①
は
こ
の
〃
原
文
書
”
か
ら
帳
簿
に
記
事
を

写
し
取
る
際
に
、
誤
っ
て
書
止
め
ま
で
写
し
て
し
ま
っ
た
実
例
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
帳
簿
作
成
過
程
を
参
照
す
れ
ば
、
返
却
先
の
呼
称
は

帳
簿
作
成
晴
の
混
乱
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
当
初
よ
り
一
定
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
第
5
表
に
あ
げ
た
五
月
五

日
と
一
〇
日
の
場
合
を
見
る
と
、
　
〃
原
文
書
”
の
作
成
主
体
は
い
ず
れ
も
造

石
山
寺
所
領
の
下
道
主
で
あ
る
の
で
、
　
「
主
典
所
」
と
「
別
当
家
」
と
は
呼

称
の
混
乱
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
使
い
分
け
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
第
5
表
を
見
る
と
、
「
別
当
家
」
の
場
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

家
・
宅
・
殿
は
い
ず
れ
も
建
物
を
表
現
す
る
意
が
あ
る
と
い
う
点
で
「
別
当

殿
」
「
別
当
勢
多
宅
」
「
別
当
宅
」
と
共
通
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対

し
て
「
主
典
所
」
の
場
合
は
異
質
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
に
は
、
人
名
や
職

名
を
記
し
た
「
○
○
所
」
と
い
う
例
は
多
く
見
え
る
が
、
そ
れ
は
レ
定
の
職

務
を
帯
び
た
官
人
ら
の
執
務
所
と
い
う
意
味
内
容
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
㊧

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
家
」
「
宅
」
「
殿
」
の
米
と
「
題
し
の
米
と

は
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
で
は
、
華
足
へ
の
返
米
で
あ
り
な
が
ら
何
故
に
宛
所
を
区
別
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
雄
足
か
ら
の
借
米
に
は
性
格
を
異
に
す
る
二
種
類
の
米
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
、
　
「
家
」
な
ど
へ
の
返
米
虫
斗
は
、
先

の
私
材
の
例
よ
り
す
れ
ば
雄
足
の
私
米
か
ら
の
借
用
分
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
．

一
方
、
　
「
所
」
へ
の
返
米
一
〇
魁
に
つ
い
て
は
、
勝
屋
主
が
こ
れ
を
受
理
し

て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
屋
主
が
雄
足
の
も
と
で
木
材
の
購
入
や
漕
運
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
返
米
一
〇
斜

は
、
雄
足
の
も
う
一
つ
の
任
務
、
す
な
わ
ち
東
塔
翫
や
保
良
へ
の
木
材
供
給

に
付
随
し
た
公
的
な
米
か
ら
の
借
用
分
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
造
石
山
寺
房
が
空
足
へ
の
返
米
に
際
し
、
そ
の
宛
所
を
区
別
し
た
理
由
に

つ
い
て
は
右
の
よ
う
に
解
し
た
い
が
、
次
に
「
家
」
や
「
所
」
を
記
さ
な
い

閏
＝
一
月
二
九
日
の
「
別
当
米
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
別
妾
と
い
う
職
名

を
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
雄
足
の
職
掌
に
付
随
し
た
公
的
な
米
と
も
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
の
で
、
そ
の
記
述
方
法

よ
り
雄
足
の
私
米
と
見
て
お
く
。

　
以
上
、
造
石
山
寺
所
が
置
足
よ
り
借
用
し
た
米
に
は
公
的
な
米
と
私
米
と

が
あ
り
、
陣
訓
出
禰
は
「
距
土
急
所
」
へ
後
血
眉
は
「
家
」
「
宅
」
「
旨
し
、
つ
ま
り
「
雄

足
の
宅
」
に
返
却
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
造
石
山
寺

所
の
財
政
運
用
に
は
「
雄
足
の
宅
」
の
み
な
ら
ず
「
主
典
所
」
も
貢
献
し
て

い
た
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
造
石
山
寺
所
の
食
米
不
足
に

直
面
し
た
別
当
雄
足
は
、
上
寺
・
写
経
所
・
渤
海
大
使
高
麗
大
夫
所
な
ど
か

ら
借
米
（
前
掲
第
4
表
参
照
）
す
る
と
と
も
に
、
　
「
所
」
の
公
的
な
米
を
捻

出
し
て
造
石
山
寺
所
に
融
通
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
不
足
が
生
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じ
た
場
合
に
は
、
彼
の
建
米
も
貸
与
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
雄

山
の
飯
米
は
所
々
か
ら
の
借
米
（
公
的
な
米
）
の
補
充
分
と
し
て
の
役
割
を

も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
韻
脚
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
吉
田
氏
は
雄
足
か
ら
の
借
米
一
六
斜
九
斗
を
す
べ
て
私

米
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
私
米
は
そ
の
う
ち
の
六
魁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

九
斗
で
あ
り
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
右
の
よ
う
に
評
価
し
て
お
き
た
い
。

　
最
後
に
「
雄
志
の
宅
」
と
「
主
典
所
」
の
関
係
に
ふ
れ
て
お
く
。
　
「
主
典

所
」
の
性
格
に
つ
い
て
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
帳
簿
作
成
過
程
で
確
認

し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
所
」
へ
の
返
米
一
〇
飼
は
符
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
　
「
噺
し
が
造
石
山
寺
所
外
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
米
一
〇
魁
は
供
給
用
木
材
の
購
入
費
・
漕
料
と
推
測

さ
れ
る
の
で
、
　
「
主
典
所
」
と
は
勢
多
に
あ
る
「
雄
馬
の
宅
」
の
一
角
に
あ

っ
た
雄
篇
の
執
務
所
を
さ
す
、
と
見
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
恐
ら
く

こ
の
「
宅
」
内
の
「
所
」
で
、
Q
D
②
で
考
察
し
た
よ
う
な
製
材
や
木
材
購
入

・
漕
運
な
ど
の
差
配
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
「
雄
足
の
宅
」
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

実
を
こ
の
よ
う
に
考
え
た
い
。

の
小
括
と
課
題

　
（
　
本
稿
の
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、
吉
田
孝
氏
は
、
勢
多
に
あ
っ
た
造
石
山

論
叢
別
当
安
都
雄
足
の
「
宅
」
に
材
木
と
米
が
収
納
さ
れ
て
い
た
事
実
に
注

漏
し
、
こ
の
「
宅
」
を
拠
点
と
し
た
広
範
な
「
私
経
済
」
の
諸
陵
を
予
想
さ

れ
た
。
し
か
し
、
雲
足
と
東
塔
所
の
関
係
に
注
目
し
関
係
史
料
を
検
討
し
た

結
果
、
次
の
三
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。
①
「
黒
雲
の
宅
」
に
は
、

奈
良
の
東
塔
所
や
保
良
に
木
材
を
供
給
す
る
公
的
な
機
能
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
こ
は
単
な
る
「
私
経
済
」
の
拠
点
で
は
な
く
、
雄

足
の
も
う
一
つ
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
重
要
な
基
地
で
も
あ
っ
た
。
②

「
雄
足
の
宅
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
私
讐
は
勇
足
が
単
独
で
入
手
し
た
も
の

で
は
な
く
、
「
宅
」
の
も
つ
木
材
供
給
機
能
を
利
用
し
て
得
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
③
ま
た
、
　
「
雄
足
の
宅
」
に
は
雄
足
の
私
米
と
①
に
あ
げ
た
機

能
を
維
持
・
運
営
す
る
た
め
の
公
的
な
米
が
収
納
さ
れ
て
い
た
が
、
造
石
山

寿
所
の
財
政
運
用
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
は
主
に
公
的
な
米
の
方
で
、
気
無

は
そ
の
補
充
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
。

　
「
雄
足
の
宅
」
の
性
格
、
私
材
の
入
手
方
法
、
私
蓄
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
は
右
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
、
鳶
足
の
「
私
経
済
」
に
対
す
る
評
価

も
当
然
吉
田
氏
の
も
の
と
異
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
石
山
の
雄
足
に
は

確
か
に
「
私
経
済
」
は
存
在
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
単
独
で
機
能
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
雄
足
の
も
つ
職
掌
や
権
限
に
大
き
く
依
拠
し
て
機
能
し
え
る

も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
　
「
私
経
済
」
の
展

開
し
え
る
範
囲
も
お
の
ず
と
限
定
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
生
々
と
機

能
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
　
「
私
経
済
」
の
過
大
評
価
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は
慎
む
べ
曳
ご
だ
ワ
つ
・
り
。

　
と
こ
ろ
で
、
吉
田
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
電
導
は
こ
の
石
山
の
み
な

ら
ず
か
な
り
広
範
な
地
域
に
わ
た
っ
て
経
済
活
動
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
越
前
国
史
生
か
ら
造
東
大
寺
司
主
典
に
転
じ
た
後
も
越
前
国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

は
経
済
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
信
濃
国
と
の
密
接
な
関
係
を

　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

伝
え
る
文
書
や
、
近
江
国
で
の
営
田
活
動
を
推
測
さ
せ
る
文
書
も
散
見
す
る
。

断
片
的
で
は
あ
る
が
、
雄
鶏
の
行
動
範
囲
の
広
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
彼
の
「
私
経
済
し
の
広
範
な
展
開
を
見
る

の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
石
山
で
の
場
合
を
見
た
よ
う
に
、
雄

足
の
「
私
経
済
」
は
彼
の
職
掌
や
権
限
に
依
拠
し
て
機
能
し
え
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
越
前
国
や
信
濃
国
と
の
関
係
、
近
江
国
で
の

営
田
活
動
な
ど
も
雄
足
の
職
務
と
の
か
か
わ
り
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
越
前
国
に
つ
い
て
は
、
史
生
離
任
後
も
東
大
寺
領
荘
園
の
経
営

に
関
与
し
て
い
た
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
史
料
的
な
制
約
が
あ
る

た
め
信
濃
国
や
近
江
国
と
の
関
係
も
造
東
大
寺
司
主
典
の
任
務
に
か
か
わ
る

も
の
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
充
分
と
は
言
え

な
い
が
、
雄
足
の
経
歴
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
広
範
な

経
済
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
環
境
を
抽
出
し
て
み
よ
う
。

①
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
六
年
正
月
～
照
月
の
田
上
山
作
所
借
塩
鱈
（
一

　
五
－
三
四
閥
～
三
四
八
・
五
一
七
七
～
八
三
、
五
－
一
一
四
～
一
二
四
、
五
－
一

　
四
八
～
一
六
〇
、
五
一
二
二
一
～
二
ご
九
・
一
五
－
四
六
三
～
闘
六
五
）
、
岡
五

　
年
一
二
門
月
・
同
山
ハ
年
正
月
、
　
｝
二
月
・
四
門
月
の
甲
賀
由
［
作
所
…
止
口
朔
解
（
五
一
八
五
～

　
九
四
、
五
一
九
五
～
　
〇
二
・
｝
五
－
四
六
二
）
参
曜
崩
。

②
　
松
原
弘
宣
「
古
代
に
お
け
る
津
の
性
格
と
機
能
」
　
（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
古
代

　
国
家
の
形
成
と
展
開
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
瀬
多
津
は
平
城
京
へ
の
材
木
漕
運
を

　
に
な
う
琵
琶
湖
・
瀬
多
川
水
系
の
重
要
な
津
で
あ
っ
た
。

③
注
①
に
あ
げ
た
困
月
の
田
上
山
作
所
告
朔
解
に
は
、
検
榑
一
二
材
を
「
瀦
当
所
」

　
に
給
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
が
雄
足
の
私
材
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
即
断
で

　
き
な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
「
別
当
所
」
　
「
主
典
所
」
と
あ
る
場
合
は
雄
足
の
執

　
務
所
を
さ
す
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
二
一
材
は
私
材
に
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
。

④
　
た
と
え
ば
、
造
石
山
寺
所
の
公
文
案
帳
よ
り
田
上
山
作
所
に
作
材
の
指
示
や
進

　
上
を
催
促
し
た
回
数
を
あ
げ
る
と
、
正
月
二
回
（
一
五
…
一
四
三
）
、
二
月
六
回

　
（
一
五
－
一
賜
七
～
一
五
二
・
一
五
五
）
、
三
月
一
二
團
（
一
五
一
｝
五
八
～
一
六

　
一
∴
六
三
・
＝
ハ
穴
～
一
六
八
・
一
七
〇
～
一
七
四
二
七
七
～
一
七
九
）
、
四

　
月
四
圓
（
一
五
一
一
八
三
・
一
八
五
・
一
九
〇
・
一
九
四
）
と
な
る
。

⑤
　
奈
良
に
銭
・
量
感
・
雑
食
物
を
請
求
す
る
三
月
＝
二
日
付
造
石
山
寺
轟
轟
案
（
一

　
五
－
一
六
五
）
に
は
、
　
「
量
売
充
者
、
必
作
手
可
停
止
」
　
「
若
鶏
物
不
乱
、
自
由

　
雇
役
人
等
、
皆
悉
散
往
」
と
あ
り
、
危
機
的
な
状
態
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑥
　
公
文
案
帳
に
よ
る
と
、
五
月
一
日
付
で
造
物
の
停
止
を
伝
え
る
符
が
田
上
山
作

　
所
に
下
さ
れ
（
一
五
－
一
九
八
）
て
い
る
。
な
お
こ
の
帳
簿
に
は
、
こ
れ
以
降
作

　
材
を
指
示
す
る
符
は
見
え
な
い
。

⑦
　
銭
用
帳
に
よ
る
と
、
六
月
一
九
日
以
降
必
要
経
費
は
「
経
所
米
売
価
内
」
　
「
経

　
所
仕
丁
功
銭
内
」
　
「
銅
門
訴
内
」
な
ど
か
ら
借
用
さ
れ
て
い
る
（
一
五
－
四
四
八

　
～
四
五
〇
、
五
一
一
瓢
六
二
～
…
二
七
一
、
　
一
五
－
四
四
四
～
四
四
六
）
。

⑧
石
山
寺
造
営
の
決
算
報
告
警
と
も
い
う
べ
き
天
平
宝
字
六
年
閏
…
二
月
二
九
臼

　
付
造
石
山
寺
所
解
明
に
よ
る
と
、
購
入
し
た
串
本
六
八
二
材
は
六
六
八
材
が
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

さ
れ
、
残
り
の
西
材
は
「
謬
警
蕊
細
思
材
」
と
記
さ
れ
て
い
・
・
二
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六
一
ご
〇
二
～
二
〇
五
）
。
ま
た
、
足
庭
作
工
一
六
四
〇
人
半
の
内
訳
に
は
、
「
十

　
二
人
割
椙
榑
五
百
九
十
村
」
と
見
え
る
（
五
i
三
四
五
）
。

⑨
　
西
山
良
平
「
奈
良
蒔
代
『
山
野
』
領
有
の
考
察
」
（
『
史
林
』
六
〇
1
三
）
で
は
、

　
「
主
典
宅
」
の
木
工
は
建
築
ば
か
り
で
な
く
伐
木
に
も
か
か
わ
っ
て
い
た
可
能
性

　
が
大
き
い
、
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

⑩
飛
騰
D
著
聲
二
九
頁
。

⑪
　
岡
藤
良
敬
「
造
石
山
寺
所
の
請
負
的
雇
傭
労
働
力
」
（
前
掲
）
。

⑫
薦
山
前
掲
論
文
。

⑬
福
山
B
論
文
。

⑭
天
平
宝
字
六
年
正
月
一
八
日
付
右
兵
衛
物
都
東
人
解
に
は
、
朱
の
異
筆
で
「
経

　
所
停
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
五
一
六
五
）
。
な
お
、
奈
良
か
ら
石
山
に
遷
さ
れ
た
写

　
画
所
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
横
田
拓
実
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
石
山
寺
の
造
営
と

　
大
般
若
経
書
写
」
　
（
石
山
寺
文
化
財
総
含
調
査
団
編
『
石
山
寺
の
研
究
』
一
切
経

　
篇
所
収
）
参
照
。

⑯
吉
田
孝
「
律
令
時
代
の
交
易
」
（
前
掲
）
。

⑯
公
文
案
帳
に
は
、
六
年
正
月
（
一
五
－
一
四
五
）
、
三
月
～
一
〇
月
（
一
五
－
一

　
七
五
、
一
九
二
、
二
一
二
、
一
＝
七
、
二
三
〇
、
二
四
五
、
二
四
七
。
八
月
分
は

　
『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
の
た
め
、
岸
俊
男
「
但
波
吉
備
麻
呂
の
計
帳
手
実
を
め

　
ぐ
っ
て
」
（
前
掲
）
に
よ
る
）
の
各
黒
日
注
文
が
あ
る
。

⑰
　
『
大
日
本
古
文
書
』
未
収
。
岸
注
⑯
論
文
に
よ
る
。

⑱
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
己
卯
条
に
は
「
為
レ
改
篇
作
平
域
宮
阜
暫

　
移
誤
答
二
近
江
国
保
良
宮
こ
と
の
詔
が
見
え
、
同
六
年
五
月
藩
儒
条
に
は
「
高
野

　
天
皇
（
孝
謙
太
上
天
皇
・
引
用
者
注
）
与
レ
帝
（
淳
亡
天
皇
・
同
）
有
レ
隙
、
於
レ
是
、

　
車
駕
還
二
平
城
宮
こ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑲
秋
季
告
朔
に
よ
れ
ば
、
石
山
寺
の
造
営
期
間
は
、
五
年
＝
一
月
一
四
田
～
六
年

　
入
月
五
日
と
な
っ
て
い
る
（
五
－
三
五
三
）
。

⑳
　
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
注
文
は
、
雄
足
の
任
務
の
一
端
を
彼
の
一
族
の
者
が

　
請
負
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
以
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
吉
田
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

㊧
　
吉
田
氏
は
、
こ
の
岡
田
を
山
背
国
の
恭
仁
の
近
く
の
蟹
田
か
近
江
国
の
勢
多
近

　
く
の
岡
田
か
の
い
ず
れ
か
と
し
、
そ
こ
で
乱
足
は
私
営
田
を
経
営
し
て
い
た
と
指

　
摘
さ
れ
る
。

⑳
　
渤
海
大
使
高
麗
大
夫
と
は
、
天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
に
遣
高
麗
（
渤
海
）
使
に

　
任
ぜ
ら
れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
）
造
東
大
寺
司
の
前
次
官
高
麗
朝
臣
大
山
を
さ
す
。
食

　
物
用
帳
で
は
、
六
年
三
月
二
八
日
に
米
　
餅
を
「
奉
充
」
（
一
五
－
三
八
八
）
、
四

　
月
一
四
日
に
米
二
餅
を
「
借
充
遣
」
（
一
五
－
三
九
五
）
と
見
え
る
。
「
奉
充
」
と

　
は
造
石
山
寺
所
か
大
夫
所
に
米
を
支
給
し
た
意
と
も
と
れ
る
が
、
　
「
借
充
遺
」
と

　
同
じ
く
借
用
分
の
米
を
返
却
し
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
と
解
し
た
。
天
平
二
年
の

　
越
前
国
正
税
帳
に
は
「
送
渤
海
郡
使
人
使
等
」
の
食
料
が
支
鵬
さ
れ
て
い
る
（
一

　
一
四
三
八
）
の
で
、
大
山
ら
は
越
前
か
ら
出
要
す
る
前
に
、
し
ば
ら
く
勢
多
に
あ

　
つ
た
近
江
国
衙
付
近
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
寺
刀
自
倉
人
女
は

　
石
山
寺
に
い
た
女
性
と
思
わ
れ
る
。
次
に
上
寺
は
石
山
寺
を
さ
す
（
福
山
A
論
文
、

　
吉
田
前
掲
論
文
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
福
山
D
著
書
で
は
上
寺
は
上
院
と
も
称
さ

　
れ
る
の
で
東
大
寺
の
羅
索
院
を
さ
す
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（
七
九
～
八
二
頁
）
。

　
一
方
、
松
原
弘
宣
「
実
忠
和
尚
小
論
」
（
『
訳
解
本
紀
研
究
』
一
七
七
）
で
は
上
院

　
（
上
寺
）
は
東
大
寺
三
綱
側
の
石
山
寺
造
営
に
お
け
る
仁
人
機
関
で
あ
っ
た
と
見

　
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
東
大
寺
と
石
山
寺
は
本
聯
帯
の
関
係
に
あ
る
の
で
、
奈

　
良
か
ら
送
ら
れ
た
米
は
石
山
尋
に
収
納
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
米

　
の
貸
与
主
体
は
奈
良
に
あ
っ
た
と
し
て
も
実
際
は
石
山
寺
か
ら
受
理
し
た
も
の
で

　
あ
ろ
う
。

＠
　
木
村
徳
國
『
古
代
建
築
の
イ
メ
ー
ジ
恥
に
よ
る
と
、
上
代
の
建
築
に
は
や
と
ト

　
ノ
が
あ
り
、
ヤ
は
わ
が
国
の
伝
統
的
建
造
物
一
般
を
さ
す
の
に
対
し
、
ト
ノ
（
殿
）

　
は
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
建
築
様
式
を
さ
す
と
い
う
。
ま
た
木
村
氏
に
よ
れ
ば
、

　
や
を
語
頭
・
語
尾
に
も
つ
多
く
の
建
築
関
係
語
が
生
ま
れ
て
お
り
、
漢
掌
・
の
家
・
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宅
が
あ
て
ら
れ
る
ヤ
カ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
（
第
－
部
第
四
、
六
章
）
。
こ
の
他
、

　
吉
田
孝
「
イ
へ
と
や
ケ
」
（
同
『
律
令
並
家
と
古
代
社
会
』
所
収
）
参
照
。

⑱
　
た
と
え
ば
、
播
磨
国
租
米
の
進
納
状
況
を
蝶
足
に
装
う
天
平
宝
字
六
年
二
月
二

　
〇
日
付
大
尼
公
所
牒
（
五
…
一
〇
六
）
の
宛
所
は
阿
刀
主
典
所
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
い
っ
て
も
「
○
○
所
」
が
す
べ
て
官
人
ら
の
執
務
所
を
さ
す
と
は
思
え
ず
、
単

　
に
○
○
の
所
と
い
う
場
合
も
当
然
あ
り
う
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
執
務
所
を
さ

　
す
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
て
お
き
た
い
。

⑯
　
鬼
頭
清
明
氏
は
、
越
前
国
史
生
で
あ
っ
た
と
ぎ
雄
足
の
館
に
は
公
解
稲
が
配
分

　
保
管
さ
れ
、
そ
れ
を
出
挙
稲
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雄
足
自
身
の
利
潤

　
を
あ
げ
て
い
た
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
一
六
一
頁
）
。
勢
多
の
「
雄
足
の

　
宅
」
に
収
納
さ
れ
て
い
た
私
米
は
、
こ
う
し
た
出
挙
利
稲
の
一
部
な
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
松
原
氏
は
、
雄
足
は
「
宅
」
を
拠
点
と
し
て
石
山
寺
の
造
営
・
勢
多
崖
の
管
理

　
も
行
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
東
大
寺
領
勢
多
庄
を
め
ぐ
っ
て
」
前
掲
）
。

　
し
か
し
、
石
山
審
の
造
営
に
つ
い
て
は
、
造
石
山
寺
所
の
政
所
が
あ
る
の
だ
か
ら

　
雄
足
は
そ
こ
で
執
務
を
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
　
「
宅
」
が
勢
多

　
庄
を
管
理
し
て
い
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
、
関
係
史
料
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
た

　
だ
松
原
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
庄
が
石
山
寺
造
営
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

　
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
機
能
的
な
面
に
お
い
て
は
「
雄
足
の
宅
」
と
一
線
を
画
す

　
べ
ぎ
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
　
「
雄
足
の
宅
」
が
庄
内
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性

　
は
な
い
わ
げ
で
、
松
原
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
島
外
に
、
恐
ら
く
隣
接
し
て
設

　
置
さ
れ
て
い
た
と
見
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
。

⑱
　
天
平
宝
字
三
年
五
月
一
＝
B
付
越
前
国
足
羽
郡
書
生
鳥
部
三
豊
名
解
（
四
一
三

　
六
六
）
に
は
、
去
年
の
米
と
し
て
七
二
五
斗
を
「
安
都
宅
」
に
進
上
し
た
と
記
す
。

　
こ
の
他
、
四
－
二
八
七
・
三
六
五
、
一
六
－
八
九
・
九
二
な
ど
。

⑳
　
石
出
に
遷
っ
た
写
経
所
の
食
物
下
娠
に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
六
年
八
月
一
一
三
日

　
に
は
雄
足
の
宣
に
よ
り
信
濃
使
に
白
米
二
相
が
支
給
さ
れ
、
九
月
｝
日
に
は
さ
ら

　
に
白
米
一
斗
が
下
さ
れ
て
い
る
（
｝
五
－
四
七
五
、
四
七
八
）
。
こ
の
他
、
｝
六
1

　
五
七
。

⑳
　
銭
周
帳
に
よ
る
と
、
天
平
宝
字
六
年
忌
月
回
屡
に
は
田
上
の
田
直
料
五
〇
文
を

　
主
典
に
か
わ
っ
て
造
石
山
寺
所
が
立
替
え
て
い
る
（
一
五
－
四
四
四
）
。
こ
の
他
、

　
五
一
二
入
六
、
　
一
五
－
四
一
一
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

（
補
注
）
　
『
大
B
本
古
文
書
』
で
は
、
当
該
部
分
を
「
長
一
丈
二
尺
」
と
す
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
　
　
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
焼
付
写
真
よ
り
「
長
一
丈
三
尺
」
と
訂
正
し
た
。

三
、
安
都
雄
足
の
政
治
的
環
境

D
雄
足
の
経
歴

　
（
　
安
都
雄
足
の
経
歴
に
つ
い
て
は
第
一
節
で
少
し
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
改

め
て
概
観
し
て
み
る
と
第
6
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
越
前
国

史
生
に
任
命
さ
れ
た
数
年
間
、
造
東
大
寺
司
を
離
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。

し
か
し
、
岸
俊
男
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
東
大
寺
造
営
の
経
済
的
基
盤
に
な

っ
て
い
た
越
前
国
東
大
寺
領
荘
園
の
経
営
に
参
画
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ

　
①つ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
約
一
六
年
間
の
雄
足
は
、
造
東
大
寺
司
に
所
属
も
し

く
は
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
宮
人
と
し
て
、
写
経
や
造
営
事
業
、
荘
園
経
営

に
尽
力
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
七
月
目
ろ
金
光
明
寺
造
物
所
よ
り

発
展
し
て
成
立
し
た
こ
の
造
東
大
寺
司
は
、
天
平
勝
宝
九
歳
（
七
五
七
）
七

月
の
橘
奈
良
麻
呂
の
乱
前
後
に
は
す
で
に
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
の
権
勢
下
に
属

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
仲
麻
呂
一
派
は
、
東
大
寺
領
荘
園
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第6表　安都雄足の経歴

天勝率 宝天
平宝平 琴平

20　元 5 6　7 8　元　2 3　　　4　　　5 6 7 8

舎人（造東大寺司〉 9｝ト
2

越前国史生
⑳　　　　　正

6 正
造東大寺司主典

写経所別当
6 5

東塔所別当（？）
11　4H

造金堂所別当
5　　　　　　12一

造石山寺所別当
ユ2 6

（注）在職期間は，6職名を帯びて三野に初出する時点から最終の時点までをもって示した。

　　r大H古』の巻数と頁数でその初出と最終をあげると，舎人は10－276，9－612，越前国史
　生は4－29，257，造東大寺司主典は11－347，16－362，写経所別当は11－347（その職務内容

　から推定）16－383，造石山寺所男ll当は，4－532，5－444。東塔所別当（～）については，本文

　第1簸（2｝参照。また，造金堂所別当については，福山敏男「奈良時代に於ける法華寺の造

　営」（問『日本建築史の研究』所収）を参照した。なお，越前国，東塔所との関係は離任

　後も継続していたと考えられるが，これについては表示しなかった。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
た
と
え
ば
、
第
7
表
に
ま
と
め
た
天
平
宝
字
年
間
の
写
経
所
の
書
写
状
況

を
見
る
と
、
雄
足
が
別
当
に
な
っ
た
二
年
六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
大
規
模

な
写
経
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
御
願
の
形
式

を
と
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
仲
麻
呂
宣
に
よ
る
も
の
な
の
で
、

仲
麻
呂
主
導
の
写
経
事
業
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
二
足
は
と
い
え
ぼ
、

写
経
事
業
を
監
督
す
る
一
下
級
官
人
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
千
手
千
眼

経
一
〇
〇
〇
巻
・
漸
皿
絹
索
経
一
〇
部
二
八
○
巻
・
薬
師
経
一
二
〇
巻
の
写
経

に
際
し
て
紫
微
中
台
少
疏
池
原
霜
粟
守
が
奉
じ
た
仲
麻
呂
宣
に
は
、
　
「
宜
仰

造
東
大
寺
司
主
典
安
都
雄
足
、
令
奉
写
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
四
一
二
七
四
）
。

写
経
事
業
を
宜
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
責
任
者
を
指
名
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
は
管

見
で
は
こ
こ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
雄
足
が
指
名
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
彼
が
い
か
に
仲
麻
呂
に
重
用
さ
れ
て
い
た
か
を
伝
え
る
も
の
と
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
あ
っ
た
越
前
国
に
国
司
と
し
て
そ
の
勢
力
を
浸
透
さ
せ
て
ゆ
く
の
で
、
先

の
蓑
に
あ
げ
た
二
足
の
経
歴
は
、
こ
う
し
た
当
時
の
政
治
状
況
と
無
縁
で
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
雄
足
の
お
か
れ
て
い
た
環
境
を

見
る
に
は
、
こ
の
藤
原
仲
麻
畠
政
権
と
の
関
係
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
彼
の
経
歴
を
見
る
と
、
造
東
大
寿
司
主
典

と
な
っ
た
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
以
降
が
注
意
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仲

麻
呂
の
動
向
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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第7表天平宝字年間における写経所の写経状況

一経名・巻数　1 宣の年朋・賭　1 写経期間i年月） 睡（r大日本古文書』）

翻秘露施羅尼経100G巻 元価灘窩目（藤原 元．9～元，10 3－612．4－242

諸仏集会陥羅尼経400巻 元．9～元．工0 4－242

四分律3部18G巻 2。2～2．4P 3－612

金剛般若経1000巻 2，6．16　〃　，御願 2．6～2．9 13－238～331，14－257

千手千眼経1000巻・新羅
索経10部280巻・薬師経 2．牝　4　　〃 2．7～2．9 4－274，13－357～463
120巻

大般若面第1巻 2．8．19善福師 2．8～ 13－418

金剛般若経1200巻
　　　　大保（藤原仲麻2．8．16　　　　呂）

2，9～2．11 14－1～26，258

大仏頂首飾厳経陀羅尼10巻
ｲ求即得巡廻尼経10巻

3．9．27 4。7～4．10 4－44L　14－349

法華経45部360巻・金岡
ﾊ若経45巻・理趣経45巻

・正・・査卿欝仲麻 4．正～4．3 14－288～304，367

法華経1部8巻 4．4．1内侍印八難中村 4．4 14－377，385

最勝王覇1部10巻・宝島
隅棚笹野1部10巻・仏頂 4．3．9　　〃 4．3～4．4 14－369，372，332
尊勝随羅尼経1巻
坤宮宮御願一切経1015部5271巻（5330巻）

4，4．15大師 4．6～5．5
14－393，422～442，25－

Q71～3GO

　灌頂経1部12巻・梵網経
　1部2巻
　称讃浄土教1800巻

△大般若経1部600巻

△観世音経100巻

△理趣経2巻
　灌頂経12部144巻

　大般若経2部1200巻

　仁王経疏5都25巻

　梵網経20部40巻。四分律
　卸本20巻

　法三時経2部16巻

　最勝王経11部110巻・宝
　星経1部1G巻・七仏所説
　黍｝1ヲ巳経3部12巻・≦金ipmll般

　平紐600巻

　仁ヨE経鼻1部5巻

　十一面経31巻・孔雀王兇
　経7巻・陀羅尼集経2巻

　華厳経1部80巻

　法華経1部8巻・阿弥陀
　経10巻

　心経1000巻

　大般若経1部600巻
　観音授記田1部3巻・観
　音三昧経1部3巻

4．④．ユ　内侍印八麻中村　　4．④

4．　6．　7

6．11．21尼法勤

6．12．16少僧都慈訓

6．⑫．7　弓1罰禅師道鏡

6．　S．　13

7．2．25大僧都良弁

7．3．10法師道鏡

7．　4．　17

7．6．30　葛至難師道鏡

　7．　12．　24

　8．7．28　大臣禅師道鏡

！　・・　1・・　29鉦麟

4．　6’v　4．　7

6．　2”v　6．12

6．　6

6．　11”一　6．　＠

6．　12”v　7．　4

6．⑫～7．正

14－387，394

14－409

5－58，　15－245’v254，　16－

118

15－252”v254，16－118

15－252’v254，　16－118

ユ6－172

5－299’v327，　16’ny376

16－319’v322

7．　2’v　7．　6　116”334，345，362

7．　2N　7．　3　e　5－388，16－336，362

7．　3’v　7．　6　i5－4e2，16－353，364

7．　4

7．　7

7．　9

7．　？

16－375

16－4e7，414

16－421

16－410

7．　12N？　［16－423，　427

8．　7一一　＆　12　1　5－500，　16－505，　525，　564

8．　10N　8．　11　1　16－561

（注）経名に付した△は，写経所が石LE．1に遷ったときの写経を示す。「写経丁丁」は，多くの
　　場合，当該写経事業の諸帳簿・文君より推測して，記入した。　「出典］には，宣の年月日
　　・宣者，写経期聞を伝える諸帳簿・文書の所在を示した。なお，この表には，官人らの私
　　願による写経は含まない。また，月の○は朔月を示す。
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い
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
光
明
皇
盾
発
願
の
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土

院
金
堂
造
営
の
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
第
7
表
を
箆
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
東
塔
所
へ
の
出
向

期
間
を
含
め
雄
足
が
こ
の
金
堂
造
営
に
従
事
し
て
い
た
二
年
一
一
月
末
か
ら

三
年
一
二
月
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
写
経
所
の
書
写
量
が
極
端
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
写
経
所
の
事
務
も
担
当
し
だ
し
た
四
年
正
月
か
ら
は

再
び
写
経
が
活
発
化
す
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
四
年
の
写
経
事
業
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

仲
麻
呂
主
導
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
雄
足
の
写
経
↓
造
営
↓
写
経

（
造
営
）
と
い
う
専
従
対
象
の
変
化
は
、
専
制
独
裁
を
固
め
た
藤
原
仲
麻
呂

の
関
心
が
奈
辺
に
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
二
節
で
と
り
あ
げ
た
石
山
寺
の
造
営
も
仲
麻
呂
首
唱
に
よ
る
保
良
宮
遷

　
　
　
　
　
　
　
⑤

都
に
付
随
し
た
も
の
で
あ
り
、
雄
足
は
再
び
造
営
事
業
に
従
事
す
る
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
に
は
写
経
所
も
石
山
に
遷
さ
れ
、
大
般
若
経
な
ど
の
書
写
が
、

　
　
　
　
　
⑥

行
わ
れ
て
い
る
の
で
彼
は
こ
れ
に
も
関
与
し
た
。
ま
た
こ
の
当
蒔
、
保
良
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

は
ま
だ
完
成
し
て
お
ら
ず
、
一
方
、
奈
良
で
は
平
城
宮
の
修
築
も
行
わ
れ
て

　
⑧
い
た
。
先
に
こ
の
石
山
の
雄
足
に
は
木
材
供
給
の
任
務
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
う
し
た
仲
麻
呂
の
施
策
に
起
因
す
る
木
材
需
要
を
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
す
た
め
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
石
山
の
鳶
足
に
は
、
造
営
・
写
経
・
木
材
供
給
と
い
う
任
務
が
あ

っ
た
わ
け
で
、
こ
の
一
六
年
間
の
中
で
は
最
も
繁
忙
な
時
期
で
あ
っ
た
と
担

え
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
山
足
の
経
歴
を
概
観
し
仲
麻
呂
政
権
と
の
か
か
わ
り
を
略
記
し
た

が
、
こ
れ
よ
り
、
正
八
如
上
と
い
う
下
級
官
人
で
あ
り
な
が
ら
、
時
の
専
権

を
ふ
る
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
諸
施
策
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
与
え
ら
れ
た

任
務
を
忠
実
に
遂
行
す
る
と
い
う
雄
蕊
の
姿
が
浮
び
上
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

彼
自
身
が
良
官
能
吏
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
か
え
っ

て
雄
踏
の
運
命
を
決
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
雄
鳥

は
、
功
封
三
〇
〇
〇
戸
と
功
田
一
〇
〇
町
を
賜
わ
り
鋳
銭
・
挙
稲
と
恵
美
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

印
の
使
用
を
許
可
さ
れ
た
藤
原
仲
麻
呂
家
と
い
う
巨
大
な
家
産
組
織
の
中
に

組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
、

そ
の
理
由
を
述
べ
て
お
く
。

幻
蟹
足
と
仲
麻
呂
家

　
（
　
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
石
山
寺
の
造
営
が
ほ
ぼ
終
了
し
て
か
ら
の
球
足

の
動
向
で
あ
る
。
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
九
月
ご
ろ
奈
良
に
も
ど
っ
た

　
⑪
雄
足
は
、
造
石
山
寺
所
の
残
務
整
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
＝
一
月
に
な
る
と

石
山
か
ら
再
び
奈
良
に
も
ど
っ
た
写
経
所
で
二
部
大
般
若
経
な
ど
の
写
経
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

業
に
も
従
事
し
た
。
こ
れ
も
仲
麻
呂
主
導
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

の
頃
に
な
る
と
当
時
の
政
界
の
状
況
が
写
経
所
に
も
反
映
さ
れ
て
く
る
よ
う

に
な
る
。
た
と
え
ば
、
先
の
第
7
表
に
見
え
る
灌
頂
経
＝
一
部
一
四
四
巻
と
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仁
王
経
疏
五
部
二
五
巻
の
写
経
事
業
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
部
大
般
若
経
と
併

行
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
写
経
事
業
は
、
孝
謙
太
上
天
皇
の
側
近
と
思
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

法
累
累
と
道
鏡
禅
師
の
宣
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

の
仲
麻
呂
主
導
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
藤
原
仲
麻
呂
の
後
援
す
る
淳
仁
天
皇
と
、
孝
謙
太
上
天

皇
と
の
関
係
は
、
道
鏡
の
内
裏
進
出
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
天
平
宝
字
六
年

　
　
　
　
　
⑭

五
月
に
決
裂
し
、
仲
麻
呂
の
専
権
も
次
第
に
揺
ら
い
で
く
る
が
、
右
に
あ
げ

た
同
年
＝
一
月
の
写
経
所
の
状
況
に
は
、
孝
謙
・
道
鏡
勢
力
の
台
頭
が
う
か

が
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
変
化
は
雄
足
に
も
及
ん
で
く
る
よ
う

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蝦
固
年
三
月
一
〇
β
に
な
る
と
最
勝
空
話
以
下
七
三

二
巻
（
七
〇
〇
巻
経
）
の
写
経
事
業
が
内
寛
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
が
、
こ

の
内
宜
に
は
「
岩
根
道
令
奉
写
件
経
」
と
あ
り
、
し
か
も
道
鏡
が
奉
宣
し
て

写
経
所
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
五
一
四
〇
二
）
。
雄
足
が
別
当
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
根
道
に
こ
の
写
経
事
業
の
監
督
を
指
示
し
た
の
は
、
仲

麻
呂
派
の
長
足
を
排
除
す
る
と
い
う
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
そ
の
後
の
翼
翼
は
、

四
月
二
三
日
に
二
部
大
般
若
経
の
写
経
事
業
が
終
了
（
一
六
一
三
七
六
）
す

る
と
こ
れ
以
降
写
経
事
業
に
関
与
し
な
く
な
り
、
六
月
一
五
日
ご
ろ
ま
で
造

石
山
寺
所
の
残
務
整
理
に
従
事
（
た
と
え
ば
五
i
四
四
五
）
し
た
後
、
翌
八

年
正
月
に
豊
麗
へ
の
奉
講
使
に
な
っ
た
（
一
六
一
三
六
二
）
の
を
最
後
に
史

上
よ
り
そ
の
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。
一
方
、
道
鏡
ら
に
よ
っ
て
写
経
事
業
の

監
督
を
指
示
さ
れ
た
根
差
、
す
な
わ
ち
判
官
正
六
位
上
葛
黄
連
根
道
は
六
月

に
は
写
経
所
別
当
に
な
っ
て
い
る
（
一
六
－
三
一
二
〇
）
。
し
か
し
、
七
〇
〇
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

経
の
書
写
が
六
月
末
に
終
了
す
る
と
、
写
経
房
の
構
成
員
が
大
幅
に
減
少
し
、

こ
れ
以
後
写
経
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
の
が
注
意
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
雄
足
が
四
月
二
三
日
以
降
写
経
事
業
に
従
事
し
な
く
な
っ
た

の
は
、
孝
謙
・
道
鏡
勢
力
の
台
頭
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
写
経
に
関
す
る
彼
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
が
無
用
の
長
物
と
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
雄
足
の
動
向
と
前
後
し
て
次
の
よ
う

な
興
味
あ
る
状
況
が
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
藤
原
仲
麻
呂
家
が
造
東
大

寺
司
よ
り
大
量
の
経
典
を
借
用
し
書
写
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
8
表
は
、
仲
麻
呂
家
が
造
東
大
寺
司
よ
り
経
典
を
借
用
し
た
こ
と
を
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

え
る
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七

五
二
）
七
月
に
一
切
経
目
録
を
借
用
し
て
い
る
の
で
、
仲
麻
呂
家
で
は
一
切

経
の
写
経
票
業
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
写
経
に
必
要
な
本
経
は
、

こ
の
他
に
諸
寺
や
他
の
王
臣
家
（
貴
族
の
家
）
か
ら
も
借
用
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
表
は
仲
麻
呂
家
の
借
経
状
況
の
一
端
を
伝
え
る
に
す

ぎ
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
天
平
宝
字
七
年
四
月
以
降
の
揚
合

を
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
大
量
の
経
典
が
借
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、

当
塒
の
仲
麻
呂
家
で
は
何
ら
か
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
新
た
な
写
経
事
業
が
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第8表　藤原仲麻呂家の造東大寺司よりの借経状況

24－193

11－11，225

3－547

3－584

12－381

4－92

4－95

4－97

3－643

3－644

3－650

3－653

13一工51

10－330

10－330

16－373

16－400

16－405

16－418

言ffv　3剖≦38巻　，　剰窪10巻

論疏1部15巻・論題二

大小乗経目録2巻
論2部・論疏・一切経目録

論疏1巻
論10部49巻・論題1部3巻

経1巻
論3部
論疏1部13巻
言禽5部26巻・経疏4音i‘17巻

経1音「S8巻・言命2部6巻・経
疏10部20巻・論疏11部71巻・
賛2部4巻・記1部12巻（合
121巻）

経常i2部28巻　・　言倫｝疏1　壬臼；2　巻

注経2部38巻

二藍2部8巻
可罰1部10巻
経疏2音1‘84巻

経疏24部91巻・論疏16部79巻
その他63部221巻（合391巻）

疏272巻

経覇己2部35巻

天平勝宝ラ己．8．4

　　　　2．　4．　21

　　　　3．　4．　16

　　　　4．　7．　18

　　　　（4．　10．　22）

　　　　5．　2．　2

　　　　5．　6．21

　　　　5．　8．　le

　　　　5．　IL　10

　　　　5．　12．　12

　　　　6．　8．　12

天平宝字

6．　10．　29

7．　3．　24

8．　5．　8

8．　6．　4

7．　4．　16

7．　7．　1

（7．　7？）

8．正．17

（注）　出典はいずれもr大N本古文書』（編年文書篇）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

開
始
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
天
平
宝
字
七
年
四
月
二
三
日
以
降
雄
足
は
写
経
所
の
写
経
事
業
に

面
積
し
な
く
な
り
、
七
月
に
な
る
と
写
経
所
の
構
成
員
が
大
幅
に
減
少
す
る

と
い
う
事
実
と
、
右
に
見
た
仲
麻
呂
家
に
よ
る
大
量
の
借
経
と
い
う
動
き
を

勘
案
し
て
み
る
と
、
鼎
足
は
配
下
に
い
た
何
人
か
の
写
経
生
を
率
い
て
仲
麻

呂
家
の
写
経
事
業
に
参
加
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
て
く
る
。
前
記

の
よ
う
に
、
雄
足
が
仲
麻
呂
の
諸
施
策
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と

を
念
頭
に
お
け
ば
、
こ
う
し
た
行
動
を
と
る
可
能
性
は
充
分
あ
っ
た
と
言
え

る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
予
測
で
あ
り
確
た
る
証
拠
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

は
な
い
。
し
か
し
、
次
に
あ
げ
る
造
東
大
寺
司
に
出
さ
れ
た
造
円
堂
所
牒
は
、

こ
の
予
測
が
唐
突
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
（
五
一
四
六
三
）
。

　
　
造
円
堂
所
斑
　
造
東
大
寺
司

　　

ｿ
穰
二
具
慧
．
鮮
麻
縄
・

　
　
　
右
、
依
仁
部
卿
宣
、
所
課
如
件
、
故
牒
、

　
　
　
　
　
　
天
平
宝
字
七
年
十
二
月
廿
日
正
七
位
下
行
鼓
吹
大
士
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
磐
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
陽
臣
「
兄
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
讐
）

　
　
外
従
五
位
下
行
右
虎
責
佐
葛
井
連
「
倉
主
」

　
　
（
励
筆
）

　
　
「
依
請
判
許
　
　
　
　
　
　
判
官
蔦
井
根
道
」

　
福
山
敏
男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
見
え
る
造
円
堂
所
と
は
、
宇
智
郡
に
あ

っ
た
前
山
寺
（
藤
原
南
家
の
菩
提
寺
で
後
に
栄
山
毒
と
称
さ
れ
る
）
の
八
角

堂
造
営
を
担
当
し
た
機
関
で
あ
り
、
し
か
も
仲
麻
呂
家
（
藤
原
恵
美
家
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

経
営
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
造
円
堂
所
と
は
、
造
東
大
寺
司

の
よ
う
に
圏
家
寺
院
を
造
営
す
る
よ
う
な
公
的
機
関
で
は
な
く
、
仲
麻
呂
家

と
い
う
家
産
組
織
内
に
設
置
さ
れ
た
私
的
な
造
営
機
関
で
あ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
画
機
の
所
請
を
宣
し
た
仁
部
卿
と
は
仲
麻
呂
の
子
、
参
議
従
四
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造東大寺司主典安都雄足の「私経済」　（山本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

位
下
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
猫
で
あ
っ
た
こ
と
、
王
臣
家
の
下
部
組
織
が
公
的
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

関
に
文
書
を
発
給
し
た
例
が
他
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
福
山
氏

の
考
え
は
首
肯
し
う
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
右
の
文
書
が
仲
麻
呂
家
の
私
文
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次

に
そ
の
署
名
者
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
文
書
の
性
格
か
ら
し
て
家
司
の
署
名

が
予
想
さ
れ
る
が
、
賀
陽
臣
兄
人
と
葛
井
連
業
主
が
家
司
で
な
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
署
に
見
え
る
職
掌
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
彼
ら
の
虜
属
す
る
鼓

吹
司
や
右
虎
責
衛
（
右
兵
衛
府
）
は
造
営
と
は
無
関
係
な
官
司
で
あ
る
の
で
、

本
司
の
指
示
に
よ
る
出
向
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
仲
麻
呂
家

は
本
主
仲
麻
呂
と
の
私
的
な
つ
な
が
り
を
も
と
に
彼
ら
を
私
戦
（
前
山
寺
八

角
堂
）
造
営
の
た
め
に
家
産
組
織
に
組
み
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。　

こ
う
し
た
仲
麻
呂
家
と
律
令
官
人
と
の
か
か
わ
り
を
伝
え
る
史
料
は
、
こ

の
他
に
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
天
平
宝
字
七
年
一
二
月
と

い
う
時
点
に
こ
の
よ
う
な
事
例
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
に
あ
げ
た
予

測
の
一
つ
の
裏
付
け
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
仲
麻
呂
家
と
雄
足
の
関
係
を
伝
え
る
史
料
を
二
、
三
あ
げ
て
み
る
と
、

前
節
で
見
た
㈱
の
記
事
、
す
な
わ
ち
雄
足
が
「
保
良
大
師
殿
」
へ
杉
を
屋
主

に
付
し
て
送
る
よ
う
に
「
安
都
四
郎
所
」
に
指
示
し
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
造
石
山
寺
所
別
当
の
二
足
に
は
保
良
に
木
材
供
給

を
行
う
任
務
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
解
釈
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に

仲
麻
呂
家
へ
の
供
給
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
、

年
未
詳
正
月
二
六
日
付
安
都
雄
足
牒
に
見
え
る
次
の
記
事
も
参
考
に
な
る

（一

ﾜ
－
三
一
三
）
。

　
　
一
差
采
女
山
守
給
銭
、
欲
走
遣
若
江
直
根
、
奴
縄
一
荷
黒
白
、
又
宜
芹

　
　
　
一
荷
許
、
川
骨
一
荷
許
、
惣
一
駄

　
　
　
　
右
、
為
貢
大
殿
門
切
要
、
迄
照
状
、
不
夕
明
霞
馳
遣
、
但
他
人
莫

　
　
　
　
知
、
返
来
日
、
月
潟
九
艮
以
前
可
収
、
貰
年
、

　
本
文
書
は
前
欠
で
あ
る
が
、
造
東
大
寺
司
、
お
そ
ら
く
手
足
の
配
下
の
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

主
に
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
文
意
は
、
「
『
大
殿
門
』
に
白
の
手
縄
一

荷
、
宜
し
き
芹
一
荷
、
川
骨
一
荷
を
貢
じ
た
い
の
で
必
要
と
す
る
。
采
女
山

守
を
差
し
て
銭
を
給
す
の
で
、
明
日
中
に
若
江
持
根
を
馳
せ
遣
し
て
買
わ
せ

よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
福
山
氏
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
大
殿
門
し
は

仲
麻
呂
を
さ
す
と
指
摘
し
、
曾
池
は
「
大
師
押
勝
の
機
嫌
を
と
る
た
め
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

季
節
に
は
珍
し
い
贈
り
物
」
を
し
た
ら
し
い
、
と
解
釈
さ
れ
た
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
仲
麻
呂
家
と
雄
足
の
つ
な
が
り
を
伝
え
る
好
個
の
史
料
に
な

る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
点
、
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
七
月
二
五
爲
付
丸
左
足
歯
型
も

あ
げ
て
お
き
た
い
（
一
四
－
三
六
〇
）
。
　
こ
れ
は
、
山
代
国
久
背
郡
［
…
望
郷

戸
主
秦
男
公
ら
が
車
三
両
・
馬
九
匹
を
も
っ
て
米
五
一
俵
を
「
西
花
院
」
と

143 （309）



「
田
村
殿
」
に
進
上
し
た
時
の
車
馬
功
注
文
で
あ
る
が
、
　
こ
こ
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
田
村
殿
」
と
は
仲
麻
呂
の
田
村
第
を
さ
す
こ
と
、
本
文
書
の
作
成
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
乙
部
足
人
は
雄
足
の
馬
簾
的
な
性
格
を
も
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
間
接
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
も
仲
麻
呂
家
と
雄
足
の
関

係
を
伝
え
る
史
料
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
仲
麻
呂
家
で
は
律
令
官
人
を
家
産
組
織
に
組
み
込
ん
で
備
州
の
造

営
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
雄
足
は
こ
の
仲
麻
呂
家
と
私
的
な
関
係
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
先
に
雄
足
は
仲
麻
呂
家
の
写
経
事
業
に
参
加
し
た

の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
を
提
示
し
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば

そ
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
雄
足
は
仲
麻
呂
家

の
家
産
組
織
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
節
で
は
、
自
足
の
広
範
な
経
済
活
動
の
事
情
を
知
る
た
め
に
彼
の
お
か

れ
て
い
た
環
境
を
抽
出
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
以
上
の
検
討
結
果
よ
り
知
ら

れ
る
の
は
、
雄
足
に
は
造
東
大
寺
司
主
典
と
い
う
公
務
の
他
に
仲
麻
呂
家
の

家
産
活
動
の
一
端
を
担
う
準
公
務
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仲
麻
呂
家
と
の
つ
な
が
り
は
い
つ
か
ら
の
も
の

な
の
か
確
定
し
が
た
い
。
し
か
し
、
石
山
の
例
で
見
た
よ
う
な
落
足
の
「
私

経
済
」
、
さ
ら
に
は
信
濃
・
近
江
・
越
前
に
お
け
る
経
済
活
動
は
仲
麻
呂
家
と

の
関
係
を
念
頭
に
お
い
て
見
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
越
前
・
近
江
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

国
は
仲
麻
呂
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
史
料
的
な
制
約
が
あ
る
の
で
こ
れ
以
上
の
展
開
は
で
き
な
い
が
、
雄
足
の

経
済
活
動
（
「
私
経
済
」
）
は
造
東
大
寺
司
主
典
と
い
う
職
務
・
権
限
に
の
み

依
拠
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
仲
麻
呂
家
の
家
産
組
織
に
も
依
存
し
て
い
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
　
　
「
越
前
闘
東
大
寺
領
庄
園
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
　
（
同
『
日
本
古
代
政
治
史

　
　
研
究
』
所
収
）
。

②
　
岸
俊
男
「
東
大
寺
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向
」
、
注
①
論
文
（
い
ず
れ
も
前
掲
書
所

　
収
）
。

③
本
表
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
薗
田
香
融
「
南
都
仏
教
に
お
け
る
救
済
の
論
理
（
序

　
説
）
」
（
日
本
宗
教
史
研
究
三
編
・
日
本
宗
教
史
研
究
4
『
救
済
と
そ
の
論
理
飴
所

　
収
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
天
平
年
間
に
お
け
る
間
写
経
一
覧
を
参
照
し
た
。

④
　
法
華
経
一
部
八
巻
な
ど
の
写
経
を
宣
し
た
内
侍
印
八
麻
（
稲
蜂
間
）
連
仲
村
女

　
は
、
天
平
宝
字
五
年
正
月
に
忍
従
五
位
下
、
同
七
年
正
月
に
は
従
五
位
下
を
授
け

　
ら
れ
た
（
『
当
日
本
紀
騒
）
。
仲
村
女
は
孝
謙
太
上
天
皇
の
側
近
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

　
四
年
段
階
は
孝
謙
と
淳
仁
天
皇
の
不
和
が
生
じ
る
前
な
の
で
仲
村
女
は
親
仲
麻
呂

　
派
と
思
わ
れ
る
。
な
診
仲
村
女
に
つ
い
て
は
、
野
村
忠
夫
『
後
宮
と
女
官
』
　
（
一

　
五
二
～
一
五
三
頁
）
、
須
田
春
子
『
律
令
制
女
性
史
研
究
』
（
六
九
～
七
〇
頁
）
参

　
照
。

⑤
　
滝
川
政
次
郎
「
保
良
京
考
」
　
（
岡
『
京
舗
並
に
都
城
糊
の
研
究
』
所
収
）
で
は

　
石
山
寺
の
造
営
（
大
増
築
）
は
北
京
保
良
京
鎮
護
の
道
場
た
ら
し
め
る
た
め
の
荘

　
電
化
で
あ
っ
た
、
と
揖
摘
さ
れ
る
。

⑥
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
横
田
拓
実
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
石
山
寺
の
造
営
と
大
野

　
若
経
書
写
」
　
（
前
掲
）
参
照
。

⑦
『
正
日
本
紀
』
天
平
宝
字
六
年
正
月
庚
辰
朔
条
に
は
「
廃
朝
、
以
二
宮
室
未
ワ
成

　
也
」
と
あ
る
。

144 （310）



造東大寺旬主典安都雄足の「私経済」　（山本）

⑧
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
乙
卯
条
に
は
、
保
良
宮
遷
都
の
理
由
を

　
「
為
レ
改
二
作
平
城
宮
一
」
と
す
る
。

⑨
雄
足
の
任
務
が
仲
麻
呂
の
施
策
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す

　
れ
ば
、
保
良
宮
の
造
営
は
天
平
宝
字
三
年
一
一
月
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る
（
『
続
目

　
本
紀
』
）
の
で
、
首
足
の
東
塔
所
運
営
へ
の
参
加
は
法
華
寺
陪
弥
陀
浄
土
院
金
堂
造

　
営
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
保
良
宮
造
営
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

　
な
い
。

⑩
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
二
年
八
月
甲
子
灸
。

⑪
造
石
山
寺
所
の
公
文
案
帳
に
見
え
る
十
日
注
文
に
よ
る
と
、
一
〇
月
分
の
そ
れ

　
に
は
雄
足
の
名
が
見
え
な
い
（
一
五
－
二
四
七
）
。

⑫
二
部
大
般
若
経
の
写
経
を
宣
し
た
慈
訓
は
仲
麻
呂
派
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に

　
つ
い
て
は
、
佐
久
間
竜
「
慈
訓
」
（
同
『
厩
本
古
代
鮮
麗
の
研
究
』
所
収
）
を
参
照
。

⑬
　
こ
れ
ら
の
写
経
事
業
に
つ
い
て
は
、
栄
原
永
遠
男
「
奉
写
大
般
若
経
所
の
写
経

　
事
業
と
財
致
」
（
『
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
一
四
）
に
詳
し
い
分
析
が
あ

　
る
。

⑭
『
続
目
本
紀
』
同
年
五
月
辛
丑
粂
。

⑮
天
平
宝
字
七
年
正
月
～
一
二
月
（
二
、
五
月
は
欠
）
の
写
経
聖
上
日
注
文
（
一

　
六
i
三
二
六
～
三
三
四
）
を
見
る
と
、
正
月
～
六
月
は
一
四
～
九
人
の
出
仕
で
あ

　
る
の
に
対
し
、
七
月
～
一
二
月
は
四
～
三
人
と
な
っ
て
い
る
。

⑯
　
本
表
俘
成
に
あ
た
っ
て
は
、
堀
池
春
峰
「
藤
原
仲
麻
呂
と
前
山
寺
」
（
『
火
和
文

　
化
研
究
』
四
－
三
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
藤
原
仲
麻
呂
家
写
経
関
係
文
書
一
覧
、

　
岸
俊
男
『
藤
原
仲
麻
呂
』
一
三
六
～
＝
二
八
・
三
七
六
～
三
七
七
頁
の
仲
麻
呂
家

　
写
経
関
係
年
表
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
し
た
。

⑰
　
薗
田
香
融
「
恵
美
家
子
女
俵
考
ω
」
（
『
史
泉
』
三
二
）
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
経

　
事
業
は
仲
麻
呂
の
三
男
訓
儒
麻
呂
の
宅
で
恵
美
一
族
全
体
の
事
業
と
し
て
経
営
さ

　
れ
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
。

⑱
福
山
E
、
F
論
文
。

⑲
堀
池
注
⑯
論
文
。

⑳
　
た
と
え
ば
、
天
平
一
一
年
五
月
一
八
日
付
言
大
家
写
経
所
啓
（
二
一
一
七
〇
）
な

　
ど
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
八
世
紀
に
お
け
る
王
臣
家
発
給
文
書
の
検
討
」

　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
九
）
参
照
。

⑳
　
賀
陽
兄
人
は
こ
こ
だ
け
な
の
で
、
葛
井
根
道
の
経
歴
を
見
る
と
、
天
平
宝
字
五

　
年
一
〇
月
外
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
あ
と
同
八
年
正
月
備
中
介
、
同
年
一
〇
月

　
阿
波
守
、
神
護
景
雲
二
年
二
月
衛
門
大
尉
、
延
腰
四
年
正
月
伊
予
守
に
そ
れ
ぞ
れ

　
任
命
さ
れ
て
い
る
（
以
上
『
続
日
本
紀
』
）
。

⑫
　
本
文
書
の
裏
は
天
平
宝
字
七
年
二
月
一
八
日
付
造
東
大
寺
司
石
山
院
所
牒
案

　
（
五
－
三
八
六
）
。

⑬
福
山
E
論
文
。

⑳
　
岸
俊
男
「
藤
原
仲
麻
呂
の
田
村
第
」
（
注
①
前
掲
書
所
収
）
。

㊥
　
擾
々
伯
遊
子
「
防
閤
と
馬
従
」
　
（
横
田
健
｝
先
生
還
暦
記
念
『
日
憲
史
論
叢
臨

　
所
収
）
。

⑭
た
と
え
ば
岸
俊
男
『
藤
原
仲
麻
呂
』
参
照
。
僑
濃
国
に
つ
い
て
は
、
親
仲
麻
呂

　
派
と
思
わ
れ
る
忌
部
宿
禰
鳥
麻
呂
が
天
平
宝
字
元
年
七
月
に
叢
濃
守
に
任
ぜ
ら
れ

　
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
（
『
続
日
本
紀
』
、
河
ム
ロ
ミ
ツ
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。
ま

　
た
岡
五
年
正
月
に
は
、
仲
麻
呂
の
二
男
真
先
が
美
濃
・
飛
騨
・
信
濃
按
察
使
に
、

　
女
婿
の
御
楯
が
伊
賀
・
近
江
・
若
狭
按
察
使
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
て
い
る
。
仲

　
麻
呂
に
と
っ
て
信
濃
国
は
軍
事
的
拠
点
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
吉
田
孝
子
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
安
都
雄
足
の
「
私
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

済
」
の
実
体
に
迫
る
た
め
多
く
の
推
論
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
た
め
分
析
視
　
⑬

角
は
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
り
、
吉
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
造
東
大
寺
司
の
財
蛎



政
運
用
に
官
人
の
経
済
活
動
が
機
能
し
て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
言
及

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
確
認
し
た
雄
足
の
「
私
経
済
」
か
ら
す

れ
ば
、
官
人
の
経
済
活
動
（
「
私
経
済
」
）
は
高
く
評
価
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
雄
足
の
そ
れ
は
自
律
的
な
展
開
を
な
し
て
い
た
と
は
思
え
ず
、
自

ら
の
職
掌
や
権
限
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
鬼
頭
清
明
氏
は

官
人
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
律
令
官
衙
財
政
に
依
拠
し
規
制
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
確
認
点
か
ら
し
て

も
こ
の
見
解
は
支
持
さ
れ
る
と
思
う
。

　
次
に
も
う
一
点
指
摘
し
た
い
の
は
、
雄
足
の
よ
う
な
下
級
官
人
と
仲
麻
呂

家
の
よ
う
に
権
力
の
中
枢
部
に
位
置
す
る
上
級
官
人
の
家
産
組
織
、
す
な
わ

ち
王
臣
家
と
の
関
係
で
あ
る
。
経
済
的
政
治
的
な
利
害
を
介
し
て
成
立
す
る

こ
の
関
係
は
律
令
制
の
枠
を
超
え
る
私
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
雄
足

の
み
な
ら
ず
他
の
中
・
下
級
官
人
に
も
確
認
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
官
人
の
経
済
活
動
を
見
る
に
は
王
臣
家
と
の
つ
な
が
り
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
官
人
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
自
ら
の
職
掌
・
権

限
と
上
級
官
人
（
王
臣
家
）
と
の
関
係
を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
経
済
活
動

　
　
　
　
　
　
　
②

の
成
否
の
鍵
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
官
人
の
経
済
活
動
は
、
律
令
制
に
依
拠
す
る
側
薗
と
そ
の
枠

外
に
依
存
す
る
側
面
と
か
ら
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、

安
都
雄
足
と
い
う
一
下
級
窟
人
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
「
私
経
済
」
に
は
こ
の

両
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
考
察
は
今
後
の
課
題

と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
髪
際
鳶
足
は
仲
麻
呂
象
と
の
関
係
を
密
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
下
級
官
人
と
し
て
の
活
路
を
開
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
仲
麻

呂
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
う
し
た
雄
蕊
的
な
官
人
の
存

在
、
さ
ら
に
は
彼
ら
を
難
産
組
織
に
吸
収
し
て
い
っ
た
仲
麻
呂
家
の
動
向
、

こ
の
両
者
を
動
的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
平
期
の
政
治
史
は
律
令
国

家
の
一
断
面
を
よ
り
具
体
的
に
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
①
　
同
『
臼
本
古
代
都
市
論
序
説
』
一
七
〇
・
一
一
二
七
頁
。

　
②
直
木
孝
次
郎
「
難
波
使
直
下
月
足
と
そ
の
交
易
」
　
（
財
団
法
人
・
大
阪
市
文
化

　
　
財
協
会
『
難
波
宮
肚
の
研
究
』
第
七
、
論
考
篇
所
収
）
で
は
、
難
波
の
交
易
使
と

　
　
な
っ
た
下
級
官
人
が
き
び
し
い
監
督
の
目
を
く
ぐ
っ
て
商
業
活
動
を
い
と
な
み
、

　
　
わ
ず
か
な
が
ら
も
利
潤
を
積
立
て
て
い
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
職
務
・
職
権
を

　
　
利
用
し
た
官
人
の
経
済
活
動
は
、
こ
の
よ
う
に
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

　
　
、
フ
。

〔
付
記
〕

　
本
稿
は
続
属
本
紀
研
究
会
例
会
で
の
報
告
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
席

上
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
成
稿
に
際
し
て
御
指
導
を
い
た
だ
い
た

直
木
孝
次
郎
先
生
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
火
阪
工
梁
大
学
非
常
勤
講
師
　
大
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